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三
　
浦
　
秀
　
一

緒　

言

　

浙
江
銭
塘
の
人
で
あ
る
鍾
人
傑
（
字
瑞
先
）
が
編
纂
し
た
明
末
崇
禎
七
年
（
一
六
三
四
）
序
刊
の
『
性
理
会
通
』
七
十
巻
『
続
編
』
四
十
二

巻
は
、「
永
楽
三
大
全
」
の
一
角
を
占
め
る
『
性
理
大
全
書
』
七
十
巻
を
正
編
と
し
、
続
編
と
し
て
、「
陽
明
・
龍
渓
・
白
沙
・
整
菴
・
復
所
」

と
い
っ
た
学
者
の
講
義
録
な
ど
、「
す
べ
て
近
ご
ろ
の
崇
拝
す
べ
き
大
儒
に
よ
る
経
書
を
補
い
聖
学
を
解
き
明
か
す
篇
章
（
皆
近
代
宗
工
大
儒

翊
經
闡
聖
之
編
）」（
鍾
人
傑
「
自
序
」）
を
附
し
た
書
物
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
『
性
理
大
全
書
』
と
は
、
明
朝
公
認
の
教
学
で
あ
る
程

朱
学
の
基
本
知
識
を
「
学
生
」
に
習
得
さ
せ
る
べ
く
編
ま
れ
た
勅
撰
の
「
教
科
書
」
で
あ
り
、
こ
の
書
物
を
神
聖
視
す
る
感
覚
は
、
そ
の
強
弱

に
差
は
あ
れ
明
代
人
士
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
問
題
は
、『
性
理
会
通
』
の
撰
述
に
際
し
、
な
ぜ
鍾
人
傑
が
か
か
る
正
編
と
は
思
想
傾

向
を
異
に
す
る
陽
明
心
学
系
統
の
語
録
に
着
目
し
た
の
か
、
ま
た
い
か
な
る
理
由
か
ら
そ
れ
ら
を
含
む
書
物
を
編
ん
で
続
編
と
銘
打
ち
、
両
編

を
合
わ
せ
て
出
版
す
る
に
至
っ
た
の
か
で
あ
る
。

『
詹
氏
性
理
小
辨
』
考

　
　
―
明
末
に
お
け
る
『
性
理
大
全
書
』
改
訂
の
気
運
と
陽
明
後
学
―
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陽
明
学
登
場
後
の
四
書
解
釈
の
多
様
化
に
関
し
て
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
り
、
五
経
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
理
解
の
更
新
も
、
万
暦
期
、
朱
注

以
前
の
い
わ
ゆ
る
「
古
注
」
に
対
す
る
注
目
と
と
も
に
進
行
し
て
い
た

（
１
）

。
そ
う
し
て
蓄
積
さ
れ
た
学
問
上
の
新
知
見
に
は
、
当
然
三
大
全
に
対

す
る
異
論
も
あ
り
、
士
人
社
会
に
は
、
使
い
古
さ
れ
た
勅
撰
の
書
物
を
、
科
挙
の
受
験
勉
強
に
利
用
す
る
こ
と
へ
の
不
信
感
が
拡
散
し
て
い
た
。

さ
れ
ば
ま
た
、
か
か
る
変
化
へ
の
対
策
を
講
じ
る
人
士
が
出
現
し
て
も
不
思
議
で
は
な
く
、
こ
こ
で
は
浙
江
嵊
県
の
王
学
者
周
汝
登
（
号
海
門
）

を
そ
の
代
表
例
と
捉
え
た
い
。
か
れ
は
言
う
。「
朝
廷
の
官
僚
は
、
経
書
の
大
全
は
一
切
そ
の
ま
ま
に
し
て
異
議
を
唱
え
ず
、
そ
の
う
え
で
た

だ
大
全
と
は
別
に
、
名
儒
を
招
集
し
、
漢
唐
宋
の
遺
文
を
探
す
と
と
も
に
本
朝
の
諸
儒
が
解
明
し
た
文
章
を
採
取
さ
せ
、
そ
し
て
一
書
を
編
纂

し
大
全
の
羽
翼
と
す
る
よ
う
、
決
然
と
上
疏
す
べ
き
だ
（
在
廟
堂
者
、
宜
昌
言
一
疏
、
其
經
書
大
全
、
一
切
仍
舊
不
敢
議
。
更
惟
於
大
全
之
外
、

會
集
名
儒
、
搜
括
漢
唐
宋
之
遺
文
、
及
采
取
本
朝
諸
儒
之
所
發
揮
、
編
輯
訂
正
、
另
為
一
書
、
以
羽
翼
大
全
）」。
万
暦
三
十
三
年
（
一
六
〇
五
）

の
序
文
を
附
す
『
東
越
証
学
録
』（
巻
四
「
越
中
会
語
」）
所
掲
の
提
案
で
あ
る
。
こ
の
序
文
の
執
筆
者
は
か
れ
の
盟
友
鄒
元
標
で
あ
り
、
そ
の

な
か
で
周
汝
登
は
王
畿
（
号
龍
谿
）
の
後
継
者
と
も
称
え
ら
れ
る
。
そ
の
周
汝
登
で
す
ら
勅
撰
書
と
絶
縁
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
い
わ
ば
「
敬

し
て
遠
ざ
」
け
る
に
と
ど
ま
る
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
か
れ
が
、
新
た
に
編
ま
れ
る
べ
き
「
一
書
」
に
対
し
旧
来
の
「
大
全
」
に
替
わ
る
役
割
を

期
待
し
た
こ
と
は
確
実
だ
ろ
う
。
そ
し
て
鍾
人
傑
は
、
周
汝
登
の
発
言
を
文
字
ど
お
り
に
受
け
止
め
、『
性
理
大
全
書
』
に
狙
い
を
定
め
て
そ

の
「
訂
正
」
を
試
み
た
。『
性
理
会
通
』
正
続
両
編
と
は
、
当
時
顕
在
化
し
て
い
た
三
大
全
改
訂
の
気
運
に
、
か
れ
が
同
調
し
た
そ
の
証
左
に

ほ
か
な
ら
な
い
。

　

本
論
で
紹
介
す
る
『
詹
氏
性
理
小
辨
』（
以
下
『
性
理
小
辨
』
と
略
記
す
る
）
六
十
四
巻
と
は
、
右
の
『
性
理
会
通
』
と
は
ま
た
違
う
形
式

で
大
全
の
改
訂
を
試
み
た
書
物
で
あ
る

（
２
）
。
撰
者
は
安
徽
休
寧
の
人
で
あ
る
詹
景
鳳
。
万
暦
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
の
序
刊
と
い
う
出
版
時
期
を

重
視
す
れ
ば
、
こ
の
書
物
を
『
性
理
大
全
書
』
改
訂
運
動
の
先
蹤
と
位
置
づ
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
無
論
か
れ
の
主
観
に
お
い
て
大
全
の
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権
威
は
絶
大
だ
が
、
一
方
で
か
れ
は
、
勅
撰
の
書
物
に
対
す
る
造
反
を
自
覚
し
つ
つ
同
書
を
編
ん
だ
。
さ
れ
ば
こ
そ
自
身
に
向
け
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
世
間
の
非
難
を
か
わ
す
べ
く
、書
名
に
「
詹
氏
」
の
二
文
字
を
冠
し
、私
的
な
著
作
に
す
ぎ
な
い
と
予
防
線
を
張
っ
た

（
３
）

。
本
論
は
こ
の
『
性

理
小
辨
』
の
思
想
史
的
位
置
を
確
認
す
る
も
の
だ
が
、
そ
れ
に
先
立
ち
詹
景
鳳
の
経
歴
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
書
物
の
全
体
構
成
や
内

容
に
分
析
を
加
え
、
か
れ
の
学
問
と
陽
明
後
学
と
の
関
連
性
な
い
し
そ
の
時
代
性
を
考
察
す
る
。

一
、
撰
者
詹
景
鳳
の
経
歴
と
そ
の
著
作

　

康
煕
『
休
寧
県
志
』
巻
六
「
文
苑
」
所
収
の
伝
記
に
よ
れ
ば
、
詹
景
鳳
は
同
県
流
塘
の
人
で
あ
り
「
壮
」
年
に
し
て
郷
試
に
合
格
、
江
西
南

豊
県
学
の
教
諭
に
就
く
が
父
の
死
に
遭
い
、
起
復
後
、
改
め
て
湖
広
麻
城
県
学
の
教
諭
職
を
授
け
ら
れ
た
。
つ
い
で
南
京
翰
林
院
孔
目
か
ら
南

京
吏
部
司
務
に
昇
格
す
る
も
の
の
四
川
保
寧
府
学
教
授
に
左
遷
さ
れ
、
し
か
し
そ
の
後
、
広
西
平
楽
府
通
判
に
選
ば
れ
官
に
卒
し
た
。「
恢
諧
」

を
好
ん
で
「
古
今
の
成
敗
」
に
通
じ
、
世
間
か
ら
は
、
そ
の
「
癖
古
は
倪
元
鎮
の
如
く
、
博
洽
は
桑
民
懌
の
如
く
、
書
法
は
祝
希
哲
の
如
く
、

絵
画
は
文
徴
仲
の
如
し
」、
と
博
雅
に
し
て
多
彩
な
文
人
趣
味
が
称
讃
さ
れ
た
。
著
書
に
「
西
遊
稿
・
詹
氏
性
理
小
辨
・
画
苑
・
字
苑
諸
書
」

が
あ
る
。

　

右
の
小
伝
に
補
足
を
加
え
る
。『
南
国
賢
書
』
に
よ
れ
ば
か
れ
は
隆
慶
元
年
（
一
五
六
七
）
応
天
府
郷
試
に
第
四
十
名
の
成
績
で
合
格
し
た
。

五
経
で
は
易
を
選
択
し
、
休
寧
県
学
附
学
生
の
身
分
で
の
受
験
で
あ
る
。
ま
た
雍
正
『
平
楽
府
志
』
巻
六
「
職
官
」
は
、
か
れ
の
通
判
就
任
時

期
を
万
暦
二
十
七
年
（
一
五
九
九
）
と
記
す
。
こ
の
時
期
が
か
れ
の
晩
年
と
な
る
。「
西
遊
稿
」
は
未
詳
、「
画
苑
」
は
王
世
貞
の
『
画
苑
』
十

巻
に
対
す
る
『
補
益
』
四
巻
で
あ
り
、
万
暦
十
八
年
中
秋
執
筆
の
か
れ
の
「
題
詞
」
が
附
く
。
翌
十
九
年
に
は
『
書
苑
』
十
巻
に
対
す
る
『
補
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益
』
八
巻
も
編
纂
刊
行
さ
れ
た
。
二
種
の
『
補
益
』
の
そ
の
前
者
に
は
、
梁
元
帝
「
山
水
松
石
格
篇
」
か
ら
（
宋
）
董
逌
『
広
川
画
跋
』
ま
で

十
六
点
の
論
著
が
、
後
者
に
は
（
唐
）
孫
過
庭
『
書
譜
』
か
ら
『
広
川
書
跋
』
ま
で
九
点
が
収
録
さ
れ
る

（
４
）

。
編
纂
の
勧
進
元
は
南
京
在
住
の
王

元
貞
（
字
孟
起
）
で
あ
り
、
こ
の
時
期
王
元
貞
は
、
多
く
の
出
版
物
を
世
に
送
り
出
し
て
い
た
。
焦
竑
に
よ
る
『
老
子
翼
』『
荘
子
翼
』
の
校

刻
に
も
携
わ
っ
て
お
り
、『
性
理
小
辨
』
も
ま
た
、
王
元
貞
の
校
閲
を
経
た
書
物
で
あ
る
。

　

上
記
の
書
籍
以
外
に
も
詹
景
鳳
の
関
係
し
た
本
が
あ
る
。
か
れ
の
祖
先
に
、南
宋
期
に
活
躍
し
た
詹
初
と
い
う
学
者
が
お
り
、そ
の
文
集
『
寒

松
閣
集
』
の
出
版
も
か
れ
の
主
導
に
よ
る
。
文
集
巻
末
に
は
嘉
靖
三
十
七
年
（
一
五
五
八
）
三
月
執
筆
の
か
れ
の
「
記
事
」
が
載
る
。
か
れ
は

ま
た
、『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』（
巻
一
四
四
子
部
小
説
家
類
存
目
二
）
で
は
陳
世
宝
撰
と
さ
れ
る
『
古
今
寓
言
』
十
二
巻
の
実
質
的
な
編
者
で

も
あ
る
。
元
亨
利
貞
の
四
集
に
分
か
れ
る
こ
の
書
物
は
、
天
文
・
人
物
か
ら
飲
食
・
鳥
獣
、
珍
宝
・
文
具
・
草
木
に
至
る
歴
代
の
記
事
を
集
め

た
類
書
型
の
書
物
で
あ
る
。
万
暦
九
年
（
一
五
七
九
）
十
二
月
記
の
跋
文
が
、「
南
豊
県
署
儒
学
教
諭
詹
景
鳳
」
と
の
署
名
の
も
と
附
記
さ
れ
る
。

　
『
性
理
小
辨
』
の
末
尾
に
は
「
本
願
」
と
題
す
る
一
巻
が
置
か
れ
る
。
そ
こ
に
詹
景
鳳
は
、『
史
記
』「
太
史
公
自
序
」
の
ご
と
く
、
み
ず
か

ら
の
学
問
遍
歴
を
書
き
連
ね
同
著
各
部
分
の
梗
概
を
記
し
た
。「
自
伝
」
ゆ
え
の
脚
色
も
そ
こ
に
は
含
ま
れ
る
だ
ろ
う
が
、
以
下
、「
本
願
」
の

記
載
に
従
い
、
同
著
刊
行
ま
で
の
か
れ
の
前
半
生
を
概
観
す
る
。
な
お
か
か
る
「
本
願
」
の
配
置
も
ま
た
、
か
れ
が
こ
の
書
物
の
私
的
性
格
を

世
間
に
示
す
た
め
の
策
略
の
ひ
と
つ
だ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

祖
父
詹
有
起
が
製
鉄
業
に
よ
り
築
い
た
「
鉅
万
」
の
財
産
を
、
父
詹
傑
は
、
た
ん
に
継
承
す
る
だ
け
で
な
く
、
家
格
の
向
上
に
も
費
や
し
た
。

汪
本
や
汪
彦
忠
と
い
っ
た
地
元
の
学
者
を
、
幼
い
息
子
の
家
庭
教
師
と
し
て
立
て
続
け
に
招
い
た
の
で
あ
る
。
詹
傑
自
身
は
学
生
身
分
を
持
た

ず
、
そ
れ
だ
け
に
愛
息
の
科
挙
合
格
、
官
僚
へ
の
就
任
を
期
待
し
た
。
だ
が
十
代
後
半
の
詹
景
鳳
は
、
教
育
熱
心
な
父
親
に
反
撥
し
、
時
流
に

背
く
学
問
に
沈
溺
し
た
。「
墳
籍
書
画
」
を
愛
好
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
十
九
歳
の
と
き
、
士
籍
を
剥
奪
さ
れ
帰
郷
し
て
い
た
安
徽
宣
州
の
周
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怡
（
字
順
之
、
号
訥
谿
）
と
出
会
い
、
周
怡
を
介
し
て
、
数
年
後
、
王
畿
に
弟
子
入
り
し
た
。
当
時
王
畿
は
、
応
天
府
の
西
南
に
位
置
す
る
寧

国
や
徽
州
を
た
ず
ね
、
講
学
活
動
を
繰
り
広
げ
て
い
た

（
５
）

。
一
方
詹
景
鳳
は
、
周
怡
に
対
し
、
行
動
を
伴
わ
ぬ
講
会
で
の
喧
し
い
議
論
に
は
参
加

し
な
い
と
宣
言
し
て
い
た
の
だ
が
、
周
怡
の
懇
切
な
周
旋
に
信
念
を
曲
げ
、
王
畿
と
面
晤
し
た
。
講
会
の
参
加
者
は
「
二
百
余
人
」、
王
畿
は

こ
の
若
者
の
手
を
執
り
、「
今
日
の
講
会
で
は
君
だ
け
が
望
み
だ
。
励
み
な
さ
い
（
今
日
之
會
、
唯
望
子
矣
、
子
盍
勉
之
）」
と
鼓
舞
し
た
。
た

だ
し
詹
景
鳳
は
「
心
に
警
惻
す
る
こ
と
靡な

し
」。
王
畿
の
激
励
が
か
れ
の
心
に
は
響
か
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
後
、
十
年
ほ
ど
の
歳
月
を

経
て
、
か
れ
は
よ
う
や
く
反
省
の
転
機
を
得
る
こ
と
に
な
る
。

　

王
畿
は
、
詹
景
鳳
が
そ
の
編
輯
に
携
わ
っ
た
詹
初
の
文
集
『
寒
松
閣
集
』
を
閲
読
し
、
天
下
に
裨
益
す
る
も
の
が
あ
る
と
か
れ
に
告
げ
た
。

嘉
靖
三
十
七
年
三
月
執
筆
の
同
書
の
「
記
事
」
が
「
去
年
」
の
こ
と
と
書
く
出
来
事
で
あ
り
、
王
畿
と
か
れ
と
の
交
流
は
同
三
十
六
年
に
始
ま

っ
た
と
覚
し
い
。
こ
の
年
、
王
畿
は
齢
六
十
を
数
え
て
い
た
。
さ
て
「
本
願
」
は
、
同
郷
人
の
謀
略
に
は
ま
り
、
郷
試
の
受
験
資
格
が
得
ら
れ

な
か
っ
た
事
件
を
回
顧
し
て
、
そ
の
「
年
、
時
三
十
有
二
矣
」
と
記
す
。
ま
た
「
後
三
年
、
穆
廟
改
元
（
隆
慶
元
年
）、
予
、
郷
薦
を
領
す
」

と
の
一
文
も
載
せ
て
お
り
、
こ
の
ふ
た
つ
の
記
事
に
拠
る
な
ら
ば
、
詹
景
鳳
は
、
嘉
靖
十
二
年
（
一
五
三
三
）
に
生
ま
れ
、
二
十
五
歳
で
王
畿

の
弟
子
と
な
り
、
各
省
郷
試
が
実
施
さ
れ
た
嘉
靖
四
十
三
年
（
一
五
六
四
）
に
右
の
排
斥
事
件
に
遭
遇
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

時
流
に
迎
合
せ
ず
、
そ
れ
で
い
て
当
時
の
名
士
か
ら
一
目
置
か
れ
た
詹
景
鳳
は
、
同
郷
人
の
嫉
妬
を
買
っ
た
。
そ
の
結
果
、
受
験
の
場
か
ら

も
排
斥
さ
れ
た
の
だ
が
、
こ
の
時
か
れ
は
、「
名
声
と
品
行
を
み
が
い
て
郷
里
か
ら
信
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
自
分
の
罪
過
な
の

だ
ろ
う
（
不
能
砥
礪
名
行
、
取
信
郷
里
、
是
予
之
罪
也
夫
）」
と
自
省
し
つ
つ
も
打
つ
手
が
な
く
、
半
醒
半
睡
の
不
安
な
夜
を
過
ご
し
た
。
そ

れ
が
三
日
つ
づ
い
た
或
る
晩
、
夢
に
「
紫
陽
先
生
」
朱
熹
が
あ
ら
わ
れ
た
。
こ
の
奇
事
を
契
機
と
し
て
、
か
れ
は
聖
学
の
本
質
に
覚
醒
し
た
。

た
だ
し
か
れ
が
抱
い
た
聖
学
の
内
容
は
、
必
ず
し
も
朱
熹
の
学
問
を
な
ぞ
る
も
の
で
は
な
い
。「
自
伝
」
と
し
て
の
作
為
が
こ
の
叙
述
に
は
施
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さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
要
す
る
に
詹
景
鳳
は
、「
紫
陽
先
生
」
の
名
を
借
り
て
『
性
理
小
辨
』
の
性
格
を
対
外
的
に
表
明
し
た
。
こ
の
書
物

に
『
性
理
大
全
書
』
を
否
定
す
る
意
図
は
ま
っ
た
く
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
賦
活
化
を
狙
っ
た
の
だ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　
「
本
願
」
が
描
く
覚
醒
の
場
面
は
冗
長
の
嫌
い
も
あ
る
が
、
そ
の
内
容
を
概
括
す
れ
ば
、
好
悪
の
「
念
」
を
超
え
た
「
無
念
の
念
」
の
顕
現

を
志
向
す
る
も
の
、
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。『
性
理
小
辨
』
巻
頭
の
「
論
例
」「
名
称
例
」
は
、
鄒
東
廓
・
王
龍
谿
二
先
生
に
は
「
自
分
が
か

つ
て
若
か
っ
た
と
き
、
そ
の
講
筵
に
参
じ
て
お
り
（
下
走
少
時
曾
屬
講
下
）」、
ま
た
耿
楚
侗
（
諱
定
向
）
先
生
が
応
天
府
提
学
官
の
時
期
、「
自

分
は
丁
度
、
県
学
の
生
員
で
あ
っ
た
（
下
走
方
為
弟
子
員
）」
の
で
、
本
著
各
篇
で
は
こ
の
三
名
に
つ
い
て
「
某
先
生
と
称
す
」
と
断
っ
て
い
る
。

耿
定
向
が
安
徽
を
含
む
南
畿
の
督
学
で
あ
っ
た
時
期
は
、
嘉
靖
四
十
一
年
か
ら
隆
慶
元
年
冬
ま
で
で
あ
り

（
６
）

、
詹
景
鳳
が
応
天
府
郷
試
の
受
験
資

格
を
得
た
の
も
、
提
学
官
耿
定
向
の
推
薦
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
推
察
で
き
る
。『
性
理
小
辨
』
は
、
こ
の
三
先
生
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
全
体

を
と
お
し
て
王
守
仁
や
王
門
人
士
の
発
言
を
肯
定
的
に
引
く
。
か
れ
の
学
問
的
覚
醒
お
よ
び
そ
の
成
熟
が
、
王
学
の
影
響
下
に
果
た
さ
れ
て
い

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

挙
人
と
な
っ
た
詹
景
鳳
は
、
そ
の
後
五
度
つ
づ
け
て
会
試
に
失
敗
す
る
。
そ
し
て
進
士
登
第
は
か
な
わ
ぬ
ま
ま
、
南
豊
県
学
の
教
諭
と
な
っ

た
。
そ
の
時
の
江
西
巡
按
が
陳
世
宝
で
あ
り
、
詹
景
鳳
は
こ
の
上
官
か
ら
『
古
今
寓
言
』
の
編
纂
を
任
さ
れ
た
。
同
書
の
跋
文
に
見
え
る
「
署

儒
学
教
諭
」
と
の
肩
書
き
か
ら
は
、
か
れ
の
教
諭
就
任
が
万
暦
九
年
を
そ
う
溯
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
そ
の
「
目
録
」
末
尾
に
は
県
学

の
生
員
六
名
の
姓
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
か
れ
が
学
生
を
動
員
し
て
こ
の
委
託
業
務
を
完
遂
さ
せ
た
こ
と
も
推
察
で
き
る
。
そ
し
て
教
諭
着
任

か
ら
約
二
年
を
経
た
時
期
、「
本
願
」
に
拠
れ
ば
か
れ
は
『
性
理
小
辨
』
の
作
成
を
思
い
立
っ
た
。
し
か
し
父
の
訃
報
に
接
し
て
着
手
す
る
に

は
至
ら
ず
、
服
喪
中
の
万
暦
十
一
年
（
一
五
八
一
）
正
月
、
亡
父
の
柩
前
に
お
い
て
改
め
て
執
筆
を
誓
っ
た
。
そ
の
後
、
麻
城
県
教
諭
を
勤
め

上
げ
て
南
京
に
官
職
を
得
、
吏
部
に
転
じ
て
い
た
時
期
に
書
物
の
編
纂
を
終
え
た
。
起
草
後
「
八
年
を
歴
て
、
草
（
稿
）
は
五
た
び
易か

」
え
て
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の
擱
筆
で
あ
る
。

　

こ
の
度
重
な
る
改
稿
に
は
、
地
方
の
教
職
か
ら
南
京
の
官
僚
へ
と
い
う
か
れ
の
職
歴
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
嘉
靖
四
十
三
年
に
お
け
る
聖
学

へ
の
覚
醒
が
こ
の
書
物
の
出
発
点
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
も
の
の
、
そ
れ
よ
り
も
な
お
、
儒
学
教
官
の
職
務
や
南
京
に
お
け
る
名
士
と
の
交

流
が
、
こ
の
書
物
を
た
ん
な
る
学
術
箚
記
か
ら
『
性
理
大
全
書
』
の
改
訂
版
へ
と
成
長
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

麻
城
県
学
教
諭
や
保
寧
府
学
教
授
と
し
て
の
勤
務
評
定
が
そ
の
後
の
陞
進
に
結
実
し
た
よ
う
に
、
教
官
と
い
う
職
業
と
か
れ
の
学
問
と
の
相

性
は
良
好
な
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
王
学
に
由
来
す
る
か
れ
の
学
識
に
は
、
担
当
の
学
生
を
科
挙
に
合
格
さ
せ
る
力
が
あ
っ
た
。
嘉
靖
後
半
、

時
流
に
反
撥
す
る
な
か
で
形
成
さ
れ
た
か
れ
の
学
問
が
、
万
暦
前
半
、
新
た
な
時
流
に
合
致
す
る
も
の
と
し
て
世
間
に
迎
え
入
れ
ら
れ
て
い
た
、

と
も
換
言
で
き
る
。『
性
理
大
全
書
』
に
替
わ
る
べ
き
書
物
と
し
て
の
『
性
理
小
辨
』
と
の
構
想
は
、
地
方
教
官
と
い
う
職
務
を
遂
行
す
る
な

か
で
そ
の
必
要
性
が
確
認
さ
れ
、
か
つ
練
り
上
げ
ら
れ
た
。

　

江
南
人
士
と
の
交
流
に
関
し
て
は
、「
本
願
」
と
は
別
の
巻
に
関
連
の
記
事
が
載
る
。
た
と
え
ば
隆
慶
二
年
春
の
会
試
に
失
敗
し
た
か
れ
は
、

帰
郷
途
上
の
銭
塘
で
李
攀
龍
の
招
待
を
受
け
る
が
赴
か
ず
、
し
か
し
そ
の
後
、
王
世
貞
・
汪
道
昆
・
呉
国
倫
ら
と
は
親
密
な
関
係
を
も
っ
た
。

巻
三
十
九
「
紀
同
時
諸
藻
士
名
氏
」
所
収
の
一
條
で
あ
り
、
こ
の
巻
に
は
、「
万
暦
丁
丑
（
五
年
）、
予
、
南
都
に
遊
び
、
凡
そ
歴へ

る
こ
と
両
年
」

と
の
文
章
も
見
え
る
。
同
年
も
ま
た
、
か
れ
は
会
試
に
落
ち
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
挙
人
監
生
と
し
て
南
京
に
遊
学
し
た
。
た
だ
し
万
暦
四
年
十

月
に
は
南
京
国
子
監
祭
酒
を
辞
し
て
い
た
余
有
丁
を
も
、
か
れ
は
「
吾
が
師
」
と
呼
ん
で
お
り
、
学
籍
の
取
得
は
そ
れ
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
か
れ
に
と
っ
て
会
試
受
験
の
準
備
期
間
は
、
同
時
に
、
交
友
の
幅
を
全
国
規
模
に
拡
げ
る
好
機
で
も
あ
っ
た
。
南
京
吏
部
の

官
僚
に
引
き
立
て
ら
れ
た
か
れ
は
、
そ
の
後
、
教
授
職
に
格
下
げ
さ
れ
た
。
職
務
よ
り
も
書
物
の
編
纂
や
出
版
に
傾
注
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ

る
の
で
あ
り
、
南
京
赴
任
以
前
か
ら
築
か
れ
て
い
た
人
脈
が
、
か
れ
の
文
化
活
動
を
お
そ
ら
く
は
支
援
し
た
。『
性
理
小
辨
』
の
全
体
構
成
は
、



−36−

か
く
し
て
江
南
人
士
の
嗜
好
を
も
反
映
す
る
も
の
へ
と
近
づ
い
た
。

二
、『
性
理
小
辨
』
の
構
成
と
そ
の
内
容

　
　
（
一
）
全
体
構
成
と
そ
の
意
味

　
『
性
理
小
辨
』
は
そ
の
巻
首
に
、
万
暦
二
十
四
年
（
一
五
九
六
）
五
月
執
筆
の
王
元
貞
「
詹
銓
部
小
辨
叙
」、
同
十
八
年
十
一
月
執
筆
の
「
詹

氏
性
理
小
辨
自
序
」、「
新
安
詹
景
鳳
東
図
父
著
、
淮
陰
朱
維
藩
价
卿
父
訂
、
秣
陵
王
元
貞
孟
起
父
校
」
と
関
係
者
を
記
す
「
詹
氏
性
理
小
辨
論

例
」、「
詹
氏
性
理
小
辨
目
録
」
を
順
に
載
せ
る
。
本
著
の
原
稿
を
「
訂
」
し
た
朱
維
藩
は
万
暦
五
年
の
進
士
で
あ
り
、
万
暦
十
八
年
の
当
時
は

南
京
礼
科
給
事
中
で
あ
っ
た
が
、
同
二
十
年
九
月
に
は
江
西
副
使
へ
の
転
出
命
令
を
受
け
た
。

　

右
の
「
自
序
」
に
詹
景
鳳
は
、「
こ
の
書
物
の
項
目
は
我
が
王
朝
の
性
理
大
全
書
に
準
拠
す
る
が
、
條
ご
と
の
分
析
や
篇
章
の
類
別
に
応
じ

て
い
さ
さ
か
改
定
を
施
し
た
。
と
り
も
な
お
さ
ず
書
物
（
の
か
た
ち
で
は
あ
る
が
そ
れ
）
を
当
代
に
役
立
て
よ
う
と
し
た
か
ら
だ
（
其
目
則
軌

諸
國
朝
性
理
大
全
一
書
、
因
其
條
析
類
編
、
稍
加
訂
定
、
良
以
書
為
今
用
）」
と
述
べ
る
。
こ
こ
で
は
「
條
析
」
と
「
類
編
」
と
を
分
け
て
訳

し
た
。
か
れ
は
そ
の
双
方
に
「
訂
定
」
の
手
を
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
留
意
す
べ
き
は
、該
書
を
上
梓
す
る
に
際
し
か
れ
が
「
國
朝
」
の
「
國
」

字
と
同
様
に
「
今
用
」
の
「
今
」
字
も
一
字
擡
頭
し
た
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
「
今
」
に
は
現
今
の
王
朝
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
る
。「
條
析
」

の
検
討
は
次
項
に
お
こ
な
う
と
し
て
、
以
下
「
類
編
」
の
改
訂
を
中
心
に
同
書
の
全
体
構
成
を
概
観
す
る
が
、
あ
わ
せ
て
そ
の
構
成
と
「
今
用
」

と
の
関
連
性
に
つ
い
て
も
考
察
し
た
い
。

　

全
八
條
よ
り
成
る
「
論
例
」
の
「
序
次
例
」（
第
八
）
は
、
こ
の
書
物
の
構
成
を
以
下
の
よ
う
に
説
明
す
る
。「
凡
そ
十
書
を
作
者
辨
と
為
す
。
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敢
え
て
其
の
旧
を
改
め
ざ
る
な
り
。
次
は
造
化
辨
、
次
は
人
道
辨
。
人
道
は
篇
を
為
す
こ
と
三
、
曰
く
明
自
、
学
を
言
う
な
り
。
曰
く
行
自
、

治
を
言
う
な
り
。
曰
く
適
自
、
藝
を
言
う
な
り
。
之
を
均
し
く
外
に
竢ま

つ
こ
と
あ
る
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
次
に
人
品
辨
、
人
品
は
統
を
為
す
こ

と
二
」
で
あ
り
「
得
志
統
」
と
「
賚
志
統
」
と
に
分
か
れ
る
。「
其
の
旧
」
と
は
『
性
理
大
全
書
』
の
項
目
を
指
し
、
同
書
は
巻
一
か
ら
巻
二

十
五
ま
で
に
「
太
極
図
」「
通
書
」「
西
銘
」「
正
蒙
」「
皇
極
経
世
書
」「
易
学
啓
蒙
」「
家
礼
」「
律
呂
新
書
」「
洪
範
皇
極
内
篇
」
の
九
書
を
並

べ
る

（
７
）

。
た
だ
し
詹
景
鳳
は
、
そ
れ
ら
九
書
に
「
定
性
・
体
仁
の
二
論
」
を
加
え
て
「
十
書
」
と
し
た
。
原
著
で
は
巻
三
十
三
所
収
の
「
定
性
書
」

と
巻
四
「
西
銘
総
論
」
に
載
る
「
識
仁
編
」
と
を
続
け
、「
太
極
図
」
の
後
、「
西
銘
」
の
前
に
挿
入
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
判
断
に
関
連
し
て

「
補
訂
例
」（
第
五
）
は
、「
二
論
」
の
作
者
で
あ
る
程
顥
（
号
明
道
）
を
絶
讃
し
て
「
周
氏
（
濂
渓
）
の
微
言
を
宣
暢
し
て
、宋
儒
の
宗
と
為
る
」

と
述
べ
、
一
方
、
原
著
に
お
け
る
「
二
論
」
の
扱
い
に
対
し
て
は
、「
編
集
し
た
人
士
は
愚
昧
に
も
諸
儒
に
よ
る
閑
言
砕
語
に
紛
れ
込
ま
せ
て

し
ま
い
、
顕
彰
す
る
こ
と
が
つ
い
ぞ
な
か
っ
た
（
集
者
昧
然
挿
入
諸
儒
碎
語
、
曾
無
揚
扢
其
間
）」
と
貶
め
る
。
な
お
『
性
理
小
辨
』
は
、
こ

の
「
二
論
」
を
除
い
て
は
、
原
著
所
収
の
宋
元
諸
儒
に
よ
る
文
章
を
載
せ
て
い
な
い
。
関
連
す
る
先
人
の
文
章
や
か
れ
自
身
の
考
察
に
よ
っ
て
、

基
本
的
に
全
巻
が
構
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

作
者
辨
（
巻
一
～
巻
十
）
に
続
く
造
化
辨
（
巻
十
一
～
巻
十
四
）
は
、
原
著
の
「
理
気
」（
巻
二
十
六
・
二
十
七
）
お
よ
び
「
鬼
神
」（
巻
二

十
八
）
に
対
応
す
る
一
群
で
あ
り
、
人
道
辨
明
自
篇
（
巻
十
五
～
巻
三
十
）
は
、
原
著
の
「
性
理
」（
巻
二
十
九
～
巻
三
十
七
）
と
「
学
」（
巻

四
十
三
～
巻
五
十
六
）
と
に
対
応
す
る
。
人
間
本
性
に
関
す
る
議
論
に
学
問
論
を
直
結
さ
せ
る
か
た
ち
で
構
成
の
変
更
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、

『
性
理
小
辨
』
は
、
以
下
、
詹
景
鳳
の
独
自
色
を
強
め
て
ゆ
く
。「
治
」
を
論
じ
る
人
道
辨
行
自
篇
（
巻
三
十
一
～
巻
三
十
五
）
は
原
著
の
「
君

道
」（
巻
六
十
五
）
か
ら
「
治
道
」（
巻
六
十
六
～
巻
六
十
九
）
ま
で
に
対
応
す
る
が
、そ
の
細
目
は
大
幅
に
更
新
さ
れ
る

（
８
）
。
人
道
辨
適
自
篇
（
巻

三
十
六
～
巻
四
十
四
）
も
ま
た
、
原
著
「
詩
・
文
」（
巻
七
十
）
と
の
関
連
性
が
辛
う
じ
て
保
た
れ
る
も
の
の
、
項
目
の
ほ
と
ん
ど
は
詹
景
鳳
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独
自
の
選
択
で
あ
る
。
た
と
え
ば
巻
三
十
六
は
「
原
古
作
者
之
旨
」
に
始
ま
り
、
巻
四
十
は
「
書
旨
」、
巻
四
十
一
は
「
画
旨
」
と
青
年
期
以

来
の
関
心
に
沿
っ
た
叙
述
が
並
ぶ
。
さ
ら
に
巻
四
十
三
は
「
医
・
堪
輿
・
筭
法
」、
巻
四
十
四
は
「
占
卜
・
乙
壬
奇
遁
・
禄
命
・
相
人
」
な
ど
と
、

当
時
通
行
の
日
用
類
書
に
似
た
内
容
を
持
つ
。
上
記
「
論
例
」
の
「
証
故
例
」（
第
四
）
は
、
原
著
の
篇
目
に
対
す
る
「
更
改
損
益
」
が
必
要

な
理
由
を
、「
其
の
藂
集
、
頗
る
腐
爛
支
離
に
属
す
」
と
説
明
す
る
。
宋
儒
に
よ
る
「
性
理
之
言
」
を
一
冊
の
書
物
に
編
纂
せ
よ
、
と
の
勅
命

に
応
じ
た
原
著
の
編
者
か
ら
す
れ
ば
誣
告
に
近
い
非
難
で
は
あ
る
。
だ
が
詹
景
鳳
の
時
代
感
覚
に
お
い
て
、
諸
学
に
対
す
る
原
著
編
者
の
選
択

基
準
は
狭
隘
か
つ
陳
腐
で
あ
っ
た
。「
証
故
例
」
は
、
右
の
批
判
の
直
前
に
、「
た
と
え
雑
家
の
言
葉
で
も
、
わ
た
し
か
ら
見
れ
ば
忌
避
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
の
だ
（
即
雜
家
于
予
奚
惡
焉
）」
と
も
断
じ
て
い
る
。
詹
景
鳳
は
、
儒
学
の
枠
を
超
え
た
学
問
領
域
へ
の
取
材
に
こ
そ
時
代
の

必
然
を
感
じ
て
い
た
。

　

さ
て
『
性
理
大
全
書
』
は
、「
性
理
」
と
「
学
」
の
あ
い
だ
に
「
道
統
」
と
「
聖
賢
」（
巻
三
十
八
）
お
よ
び
「
諸
儒
」（
巻
三
十
九
～
巻
四

十
二
）
を
置
く
。「
聖
賢
」
に
は
総
論
な
ら
び
に
孔
子
か
ら
孔
孟
門
人
ま
で
の
論
評
が
載
り
、「
諸
儒
」
が
収
め
る
の
は
北
宋
五
子
か
ら
程
子
門

人
、
朱
子
・
陸
九
淵
ほ
か
許
衡
・
呉
澄
各
氏
ま
で
で
あ
る
。
朱
熹
に
お
け
る
道
統
継
承
者
と
し
て
の
自
負
を
示
す
構
成
で
あ
り
、
同
書
巻
三
十

八
は
そ
の
冒
頭
に
、「
朱
子
曰
く
」
と
し
て
「
道
の
天
下
に
在
る
も
の
は
未
だ
嘗
て
亡
び
ず
。
惟
だ
其
の
人
に
託
す
も
の
或
い
は
絶
ち
或
い
は

続
き
、
故
に
其
の
世
に
行
わ
る
も
の
に
明
あ
り
晦
あ
り
」（
朱
熹
『
朱
文
公
文
集
』
巻
七
十
八
「
江
州
重
建
濂
渓
先
生
書
堂
記
」）
と
の
言
葉
を

冠
し
、
そ
の
少
し
の
ち
に
「
鄒
孟
氏
没
し
て
よ
り
聖
人
の
道
、
伝
わ
ら
ず
」、
宋
代
に
至
り
周
子
（
周
敦
頤
）
が
出
現
し
た
（
同
前
「
袁
州
州

学
三
先
生
記
」）、と
の
見
解
を
載
せ
る
。「
学
」
に
続
く
五
十
七
と
五
十
八
の
両
巻
は
「
諸
子
」
で
あ
り
、前
者
に
は
老
子
か
ら
董
子
（
董
仲
舒
）

ま
で
、
後
者
に
は
揚
子
（
揚
雄
）
か
ら
蘇
子
（
蘇
軾
）
王
安
石
附
ま
で
が
収
め
ら
れ
る
。
巻
五
十
九
か
ら
巻
六
十
四
ま
で
は
唐
虞
三
代
よ
り
五

代
・
宋
に
至
る
「
歴
代
」
で
あ
る
。
以
上
、
さ
な
が
ら
四
部
分
類
の
子
部
と
史
部
を
、
道
学
と
し
て
の
経
学
に
従
属
さ
せ
る
体
系
的
な
配
置
で
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あ
る
。

　

一
方
『
性
理
小
辨
』
は
、
巻
四
十
五
か
ら
巻
五
十
二
ま
で
を
人
品
辨
得
志
統
と
題
し
、
そ
こ
に
上
古
か
ら
南
宋
・
金
元
に
至
る
「
歴
代
君
臣
」

を
集
め
る
。
そ
し
て
巻
五
十
三
か
ら
巻
六
十
三
ま
で
を
人
品
辨
賚
志
統
と
称
し
、
そ
れ
を
さ
ら
に
「
聖
賢
」「
諸
子
」「
諸
儒
」
と
三
分
す
る
。

孔
子
を
筆
頭
に
据
え
る
「
聖
賢
」
の
選
択
対
象
は
原
著
の
そ
れ
を
踏
襲
す
る
。
し
か
し
管
子
に
始
ま
る
「
諸
子
」
の
範
囲
は
、
原
著
に
く
ら
べ

て
格
段
に
拡
が
り
、
た
と
え
ば
「
仙
」「
仏
」
が
そ
れ
ぞ
れ
一
巻
を
占
め
、「
国
朝
諸
子
」
に
も
そ
の
居
場
所
が
与
え
ら
れ
る
。「
諸
儒
」
も
同

様
で
あ
り
、
戦
国
時
代
の
儒
者
か
ら
か
れ
の
地
元
「
新
安
」
の
諸
儒
ま
で
も
が
収
録
さ
れ
る
。
し
か
も
賚
志
統
を
締
め
く
く
る
巻
六
十
三
に
は
、

孔
子
「
一
貫
の
真
」
の
継
承
者
と
し
て
、
顔
子
・
曾
子
・
子
思
・
孟
子
・
諸
葛
孔
明
（
諸
葛
亮
）・
王
文
中
子
（
王
通
）・
陸
敬
輿
（
陸
贄
）・

周
子
（
周
敦
頤
）・
程
子
（
程
顥
）・
朱
子
・
陸
子
（
陸
九
淵
）・
王
伯
安
の
「
十
二
子
」
が
並
ぶ
。
か
か
る
本
著
後
半
の
構
成
は
、
四
部
分
類

的
発
想
の
も
と
で
全
体
を
整
序
す
る
原
著
と
は
異
質
で
あ
り
、
そ
の
異
質
さ
は
、
と
く
に
第
六
十
三
巻
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、

人
道
辨
行
自
篇
以
降
、
詹
景
鳳
の
独
自
色
を
強
め
始
め
た
『
性
理
小
辨
』
は
、
巻
尾
二
巻
に
お
い
て
そ
の
傾
向
を
極
め
た
わ
け
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
賚
志
統
と
い
う
篇
名
の
選
択
に
も
、
か
れ
独
特
の
個
性
が
う
か
が
え
る
。
賚
志
統
の
「
賚
」
と
は
賜
賚
す
な
わ
ち
賜
賞
の
意
味
で

あ
り
、
か
れ
は
諸
子
・
諸
儒
を
幅
広
く
収
め
る
こ
の
一
群
の
名
称
に
、
存
命
中
は
遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
各
人
の
壮
志
に
対
す
る
賞
讃
の
意
味
を

込
め
た
。「
序
次
例
」
に
は
、
各
人
の
そ
の
「
志
」
に
つ
い
て
、「
行
跡
は
純
粋
な
も
の
と
駁
雑
な
も
の
と
に
分
か
れ
、
趣
尚
は
卑
俗
と
高
雅
そ

の
在
り
方
を
異
に
す
る
が
、
畢
竟
、
当
人
の
志
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
に
「
一
」
が
存
さ
れ
る
（
雖
醇
駁
蹊
分
、
卑
高
趣
異
、
要
其
人
之
志
、

各
有
存
一
也
）」
と
総
括
す
る
一
文
が
載
る
。
各
人
の
志
操
を
画
「
一
」
的
に
捉
え
よ
う
と
い
う
の
で
は
な
い
。「
十
二
子
」
が
列
挙
さ
れ
る
直

前
の
「
小
序
」
に
、「
そ
も
そ
も
天
に
よ
る
人
の
生
成
は
一
律
で
は
な
く
、
人
が
受
け
た
性
質
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
長
所
が
あ
る
。
天
が
各
自
に

授
け
た
才
能
に
随
順
す
る
の
で
あ
り
、
要
は
そ
れ
ぞ
れ
に
「
己
」
が
発
揮
し
尽
く
さ
れ
る
点
に
帰
着
す
る
だ
け
だ
（
夫
天
之
生
人
匪
一
律
、
人
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之
受
質
各
有
能
。
循
我
天
授
、
順
我
天
能
、
要
各
歸
于
己
盡
而
已
矣
）」
と
あ
る
と
お
り
、
歴
代
の
諸
子
や
諸
儒
も
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
に
天
賦

の
能
力
を
発
揮
し
よ
う
と
し
た
点
で
各
自
の
「
一
」
が
全
う
さ
れ
た
、
と
見
る
わ
け
で
あ
る
。
な
か
で
も
第
六
十
三
巻
は
、「
孟
子
の
後
も
道

は
未
だ
地
に
墜お

ち
ざ
る
こ
と
を
辨
ず
」
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
て
お
り
、
さ
れ
ば
所
載
の
「
十
二
子
」
と
は
、
詹
景
鳳
に
と
っ
て
は

「
一
」
の
全
う
と
い
う
点
で
傑
出
し
た
思
索
な
い
し
実
践
を
残
し
た
儒
者
、
も
し
く
は
そ
の
学
問
の
継
承
を
心
掛
け
る
べ
き
賢
者
た
ち
で
あ
っ

た
は
ず
で
あ
る
。

　

如
上
『
性
理
小
辨
』
は
、『
性
理
大
全
書
』
七
十
巻
を
構
成
す
る
基
本
的
な
項
目
に
つ
き
、
そ
れ
ら
を
網
羅
す
る
意
図
の
も
と
で
編
纂
さ
れ
た
、

と
ひ
と
ま
ず
は
判
断
で
き
る
。
た
だ
し
そ
の
掲
載
の
順
序
と
も
合
わ
せ
て
原
著
の
項
目
と
重
な
る
の
は
、「
性
理
」
を
語
る
人
道
辨
明
自
篇
の

前
半
ま
で
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
人
道
辨
と
い
う
括
り
の
な
か
に
、
詹
景
鳳
は
本
性
論
と
学
問
論
や
統
治
論
の
ほ
か
、
書
画
論
や
日
常
生
活
に

必
要
な
雑
事
ま
で
を
も
収
載
し
、
そ
れ
ら
を
み
な
「
外
に
竢
つ
こ
と
」
の
な
い
事
柄
だ
と
把
握
し
た
（
前
出
「
序
次
例
」）。
通
説
に
盲
従
し
た

取
捨
選
択
で
は
な
く
、
か
れ
独
自
の
価
値
判
断
を
と
お
し
て
そ
の
存
在
を
認
め
た
事
象
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
歴
代
の
君
臣
や
諸
儒
、
諸

子
に
関
す
る
人
選
や
編
成
に
お
い
て
も
、
天
与
の
「
己
」
の
全
面
的
な
発
揮
と
い
う
自
身
の
学
問
に
収
斂
さ
せ
る
方
向
で
全
体
を
統
括
し
た
。

で
は
か
か
る
本
書
の
全
体
構
成
と
、
か
れ
が
そ
こ
に
託
し
た
「
今
用
」
と
は
い
か
に
関
連
す
る
の
か
。
版
本
に
お
い
て
「
今
」
字
が
擡
頭
さ
れ

た
点
を
想
起
し
た
い
。

　

明
代
の
士
人
社
会
に
お
け
る
『
性
理
大
全
書
』
の
有
用
性
は
、
そ
の
編
纂
の
意
図
か
ら
推
し
て
科
挙
受
験
の
場
に
ま
ず
求
め
ら
れ
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
明
朝
は
、
郷
試
お
よ
び
会
試
の
第
二
場
「
論
」
を
出
題
す
る
際
に
、
こ
の
書
物
に
載
る
一
文
を
抜
き
出
し
て
使
用
し
た

（
９
）
。
宣
徳
年
間

以
降
、
明
末
ま
で
一
貫
し
て
観
察
さ
れ
る
現
象
で
あ
り
、
た
と
え
ば
宣
徳
八
年
（
一
四
三
三
）
会
試
の
論
題
は
『
通
書
』
順
化
篇
の
「
聖
人
以

仁
育
萬
民
」、
正
統
七
年
会
試
は
『
正
蒙
』
大
易
の
「
仁
統
天
下
之
善
」
で
あ
り
、
こ
の
両
著
が
『
性
理
大
全
書
』
の
冒
頭
「
九
書
」
に
含
ま
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れ
る
こ
と
は
す
で
に
見
た
。
ま
た
明
末
崇
禎
四
年
（
一
六
三
一
）
会
試
の
論
題
も
同
著
巻
三
十
五
所
収
の
程
子
言
で
あ
る
「
仁
者
以
天
地
万
物

為
一
体
」
で
あ
り
、
同
十
六
年
会
試
は
『
皇
極
経
世
書
』
の
「
至
誠
与
天
地
同
久
」
な
の
だ
が
、「
仁
者
以
天
地
万
物
為
一
体
」
は
嘉
靖
十
年

山
東
郷
試
と
万
暦
元
年
河
南
郷
試
の
論
題
で
も
あ
っ
た
。

　

そ
の
万
暦
元
年
に
実
施
さ
れ
た
「
両
京
十
三
藩
」
の
郷
試
論
題
を
列
挙
し
た
い
。
江
西
と
山
東
の
題
目
に
関
し
て
は
未
詳
だ
が
、
そ
れ
ら
を

除
け
ば
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
括
弧
内
に
そ
の
典
拠
を
記
し
た
。
そ
の
な
か
の
「
性
理
」
と
は
『
性
理
大
全
書
』
の
略
称
で
あ
る
。
順
天
府

は
「
聖
人
為
戒
必
於
方
盛
之
時
」（
性
理
巻
六
十
六
「
治
道
総
論
」
程
子
語
）、
応
天
府
は
「
人
君
（
納
諌
之
本
）
先
於
虚
己
」（
性
理
巻
六
十

五
「
君
道
」
羅
豫
章
語
）、
浙
江
は
「
宗
社
生
霊
長
久
之
計
」（
性
理
巻
六
十
五
「
君
徳
」
程
子
語
・
伊
川
年
譜
）、
福
建
は
「
万
物
皆
備
於
我
」

（
孟
子
尽
心
上
・
性
理
巻
三
十
五
ほ
か
）、
湖
広
は
「
君
志
定
而
天
下
之
治
成
」（
性
理
巻
六
十
五
「
君
道
」
程
子
語
）、
河
南
は
「
仁
者
以
天
地

万
物
為
一
体
」、
山
西
は
「
人
主
当
務
聡
明
之
実
」（
性
理
巻
六
十
五
「
君
道
」
朱
子
語
）、
陝
西
は
「
堯
舜
之
仁
急
親
賢
」（
孟
子
尽
心
上
）、

四
川
は
「
天
地
生
物
之
心
」（
性
理
巻
三
十
二
朱
子
語
・
中
庸
お
よ
び
孟
子
朱
註
程
子
語
）、
広
東
は
「
君
道
稽
古
正
学
」（
性
理
巻
六
十
五
「
君

道
」
二
程
語
）、
広
西
は
「
為
聖
本
由
学
而
成
」（
性
理
巻
五
十
九
「
唐
虞
三
代
」
張
南
軒
語
）、
雲
南
は
「
人
主
務
聡
明
之
実
」（
山
西
に
同
じ
）、

貴
州
は
「
天
道
至
大
至
正
」（
性
理
巻
六
十
五
「
君
道
」
胡
五
峯
語
・
胡
氏
知
言
巻
五
。
嘉
靖
十
六
年
湖
広
郷
試
に
も
出
題
）
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
論
題
か
ら
は
、『
性
理
大
全
書
』
所
収
の
言
葉
に
拠
る
事
例
の
多
さ
の
み
な
ら
ず
、
皇
帝
即
位
直
後
の
こ
の
年
、
治
道
に
関
す
る
関
鍵
語

が
高
頻
度
で
出
題
さ
れ
た
こ
と
も
了
解
で
き
る
。

　

万
暦
元
年
、
各
省
郷
試
の
論
題
は
そ
の
傾
向
を
似
通
わ
せ
た
。
例
外
的
な
符
合
で
は
あ
る
が
、
明
朝
に
お
け
る
科
挙
受
験
者
お
よ
び
出
題
関

係
者
が
、『
性
理
大
全
書
』
所
収
の
文
言
を
暗
誦
す
べ
き
境
遇
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
だ
ろ
う
。
応
試
者
は
、
原
著
の
関
鍵
語
を
脳
裏

に
焼
き
つ
け
、
そ
し
て
そ
の
時
ど
き
の
流
行
に
合
う
答
案
を
書
い
た
。
普
段
の
受
験
勉
強
も
そ
の
た
め
の
訓
練
に
費
や
さ
れ
た
。
さ
れ
ば
多
く
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の
学
生
は
、
そ
う
し
た
関
鍵
語
を
的
確
に
指
摘
し
、
か
つ
そ
の
言
葉
に
関
す
る
時
流
に
沿
っ
た
解
説
を
お
こ
な
う
教
官
な
い
し
書
籍
を
こ
そ
、

応
挙
に
役
立
つ
人
・
物
と
評
価
し
た
は
ず
で
あ
る
。

　
『
性
理
小
辨
』
が
「
定
性
・
体
仁
の
二
論
」
を
除
き
原
著
所
引
の
文
章
を
掲
載
し
な
い
こ
と
は
、
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
科
挙
に
お
け
る

関
鍵
語
の
暗
誦
を
前
提
と
し
、
原
文
の
提
示
よ
り
も
そ
の
解
説
に
主
眼
を
置
い
た
体
裁
で
あ
ろ
う
。
詹
景
鳳
は
、
担
当
の
学
生
に
施
し
た
講
義

に
も
と
づ
き
、『
性
理
小
辨
』
の
原
本
を
編
纂
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。
個
別
の
講
義
内
容
を
『
性
理
大
全
書
』
の
構
成
に
合
わ
せ
る
調
整
も
、

同
時
に
お
こ
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
結
果
か
れ
は
、『
性
理
小
辨
』
の
作
者
辨
か
ら
造
化
辨
・
人
道
辨
明
自
篇
ま
で
を
、
原
著
の
項
目
お
よ
び
そ

の
配
列
に
重
ね
た
。
た
だ
し
一
方
で
、
人
道
辨
行
自
篇
以
下
の
後
半
で
は
原
著
の
枠
組
み
か
ら
離
れ
、
か
れ
独
自
の
構
成
を
案
出
し
た
。

　

か
れ
が
か
り
に
書
物
の
全
体
を
「
今
」
に
役
立
つ
と
捉
え
て
い
た
な
ら
ば
、
そ
の
「
今
用
」
性
は
、
書
物
の
前
半
と
後
半
と
で
色
合
い
を
異

に
す
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
こ
こ
で
は
、
同
書
に
お
い
て
「
今
」
字
が
擡
頭
さ
れ
て
い
る
点
を
重
視
し
た
い
。
か
れ
に
と
っ
て
「
今
」
に
役

立
て
る
べ
き
直
接
の
箇
所
と
は
、
や
は
り
書
物
の
前
半
部
分
で
あ
り
、
か
れ
は
旧
来
の
構
成
の
一
部
を
選
択
的
に
踏
襲
し
つ
つ
、
そ
の
賦
活
を

企
図
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

詹
景
鳳
は
、「
論
例
」
の
冒
頭
「
論
大
例
」（
第
一
）
に
「
夫
れ
学
は
新
知
を
貴
ぶ
。
日
び
新
た
な
れ
ば
則
ち
日
び
益
す
。
新
た
な
ら
ざ
れ
ば

（
本
書
に
は
）
載
せ
ず
」
と
の
宣
言
を
掲
げ
、
か
つ
実
行
し
た
。
た
だ
し
そ
の
「
新
と
は
、
内
面
に
お
け
る
真
心
の
発
動
と
し
て
、
絶
え
ず
あ

ふ
れ
出
て
お
の
ず
か
ら
そ
う
で
あ
り
、
喜
怒
の
相
対
的
感
情
を
超
え
た
、
清
澄
に
し
て
静
謐
な
な
か
に
思
惟
さ
れ
る
在
り
方
（
新
者
真
機
之
亹

亹
自
然
、
無
喜
無
怒
、
清
靜
以
思
）」
で
も
あ
る
。
本
心
の
や
む
を
已
れ
ざ
る
発
露
を
意
味
す
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
を
か
れ
は
な
ぜ
「
新
」
と

表
現
し
た
の
か
。「
今
」字
の
内
容
と
の
関
連
性
も
想
起
で
き
る
措
辞
で
あ
る
。
次
項
で
は『
性
理
小
辨
』の
内
容
を
概
観
す
る
。
紹
介
は
各「
辨
」

ご
と
に
お
こ
な
う
が
、
紙
幅
の
都
合
上
、
そ
の
対
象
は
書
物
の
前
半
に
止
ま
る
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
く
。
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（
二
）
書
物
前
半
の
内
容
と
そ
の
特
色

①
作
者
辨
（
巻
一
か
ら
巻
十
ま
で
）

　
『
性
理
小
辨
』
作
者
辨
に
は
巻
ご
と
に
篇
題
が
つ
く
。
ま
ず
そ
れ
ら
を
目
録
の
標
記
に
従
っ
て
列
挙
し
、
若
干
の
解
説
を
施
す
。
第
一
巻
：

太
極
図
・
纘
図
新
説
。
第
二
巻
：
新
説
下
・
通
書
説
零
。
第
三
巻
：
発
蹤
至
論
（
体
仁
論
・
定
性
論
）。
第
四
巻
：
西
銘
一
吷
。
第
五
巻
：
正

蒙
一
吷
。
第
六
巻
：
経
世
畧
意
上
。
第
七
巻
：
経
世
畧
意
下
・
二
観
挙
易
。
第
八
巻
：
易
学
本
生
・
家
礼
従
宜
。
第
九
巻
：
新
書
義
測
。
第
十

巻
：
範
極
存
雄
。「
纘
図
」
の
「
纘
」
は
『
中
庸
』（
第
十
八
章
）「
武
王
、
大
王
・
王
季
・
文
王
の
緒
を
纘つ

ぐ
」
に
拠
り
、「
一
吷
」
の
「
吷
」

は
『
荘
子
』（
則
陽
）
に
載
る
「
一
吹
き
の
か
す
か
な
音
」
の
意
味
。「
二
観
」
は
「
観
物
」
内
外
両
篇
、「
新
書
」
は
「
律
呂
新
書
」、「
範
極
」

は
「
洪
範
皇
極
内
篇
」
で
「
存
雄
」
は
『
荘
子
』（
天
下
）
に
言
う
「
雄
心
を
存
す
る
」
こ
と
、
そ
の
「
雄
心
」
を
詹
景
鳳
は
他
者
に
ま
さ
ろ

う
と
す
る
「
勝
心
」
と
解
釈
す
る
。
右
の
篇
題
は
す
べ
て
『
性
理
大
全
書
』
の
「
九
書
」
に
対
す
る
注
解
の
意
味
を
も
つ
が
、
た
だ
し
「
正
蒙

一
吷
」
ま
で
は
謙
遜
の
語
調
が
強
い
。

　

さ
て
第
一
巻
「
太
極
図
」
の
そ
れ
と
は
、
原
著
所
掲
の
無
極
太
極
図
で
は
な
く
「
陰
陽
魚
」
形
式
の
太
極
の
み
を
記
し
た
図
で
あ
る
。
か
か

る
改
変
に
つ
い
て
、
詹
景
鳳
は
と
く
に
理
由
を
記
さ
な
い
。
た
だ
し
黙
し
た
ま
ま
と
い
う
わ
け
で
も
な
く
、
作
者
辨
に
続
く
巻
十
一
造
化
辨
の

巻
頭
部
分
に
お
い
て
、「
要
す
る
に
太
極
は
も
と
よ
り
渾
然
と
し
て
欠
け
る
も
の
は
な
く
、
付
け
加
え
る
も
の
な
ど
些
か
も
あ
る
は
ず
が
な
い
。

加
え
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
（
太
極
の
）
外
部
に
足
さ
れ
た
恣
意
的
な
意
見
で
し
か
な
い
（
要
以
太
極
本
自
渾
全
、
不
能
有
毫
忽
增
加
。
加
之

即
是
外
生
己
意
）」
と
述
べ
る
。「
無
極
」
を
始
め
と
す
る
一
切
の
附
加
的
説
明
は
太
極
と
は
無
関
係
の
「
己
意
」
で
し
か
な
い
。
か
く
し
て
か

れ
は
、「
無
上
純
全
の
極
理
」
と
し
て
の
太
極
一
図
を
本
著
に
掲
げ
、
そ
こ
に
自
身
の
世
界
観
と
人
間
観
の
す
べ
て
を
集
約
的
に
象
徴
さ
せ
た

こ
と
を
、「
そ
も
そ
も
そ
の
裏
面
に
（
太
極
と
し
て
の
）
は
た
ら
き
を
蔵
す
る
森
羅
万
象
を
包
摂
し
た
（
太
極
の
）
豊
か
さ
と
喜
怒
哀
楽
と
し
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て
現
象
す
る
以
前
の
（
人
間
が
具
備
す
る
太
極
と
し
て
の
）「
中
」
と
の
隠
れ
た
意
味
を
、
心
の
奥
底
で
体
得
し
図
案
化
し
た
（
蓋
默
體
藏
用

之
富
有
與
喜
怒
哀
樂
未
發
之
中
之
秘
旨
而
圖
之
）」
と
説
明
す
る
。

　
「
太
極
」
が
世
界
の
根
源
で
あ
り
、「
黙
体
」
に
よ
っ
て
の
み
辛
う
じ
て
そ
の
図
案
化
が
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、
言
葉
を
弄
し
た
解
説
な
ど
本

末
転
倒
の
作
為
で
し
か
な
い
。
続
く
「
纘
図
新
説
（
上
）」
に
お
い
て
始
め
て
言
語
の
世
界
が
開
け
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
太
極
の
自
己

展
開
で
あ
る
人
間
の
「
欲
」
と
「
知
」
が
、
主
題
の
ひ
と
つ
と
な
る
。
人
間
と
し
て
こ
の
世
界
に
生
を
う
け
た
以
上
、
欲
望
を
無
く
す
こ
と
は

で
き
ず
、
し
か
し
そ
れ
を
放
置
し
た
ま
ま
で
は
「
道
」
と
の
一
体
化
が
無
理
で
あ
る
こ
と
、
意
念
に
由
来
す
る
「
知
」
も
同
様
で
あ
り
、「
極
」

致
に
「
止
」
ま
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
れ
を
「
過こ

」
え
る
べ
く
賢
し
ら
を
働
か
せ
る
の
が
人
間
の
現
状
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
、
こ
こ
で
は
批
判

的
に
述
べ
ら
れ
る
。

　

第
二
巻
の
前
半
「
新
説
下
」
の
話
題
は
多
岐
に
わ
た
り
、「
太
極
の
名
」
が
孔
子
の
創
設
で
は
な
い
こ
と
や
老
子
が
「
無
極
」
を
言
い
出
し

た
こ
と
な
ど
、
文
献
的
考
証
の
成
果
も
記
さ
れ
る
。
そ
の
な
か
で
注
目
す
べ
き
は
、
周
敦
頤
「
太
極
図
説
」
の
「
聖
人
定
之
以
中
正
仁
義
」
句

を
め
ぐ
り
「
定
は
二
氏
に
於
い
て
之
を
詳
言
す
」
と
捉
え
つ
つ
、
儒
学
と
仏
道
二
教
と
の
異
同
を
論
じ
た
一
段
で
あ
る
。
詹
景
鳳
は
ま
ず
、
司

馬
承
禎
「
坐
忘
論
」（
道
蔵
本
「
泰
定
六
」）、『（
仏
）
遺
教
経
』、『
六
祖
壇
経
』（
嘉
興
蔵
本
「
機
縁
第
七
」）、『
仏
祖
歴
代
通
載
』（
巻
五
）
の

文
章
を
引
用
し
、「
此
の
定
は
是
れ
浄
な
ら
ず
。
即
ち
不
垢
不
浄
、
非
浄
非
穢
、
無
善
無
悪
の
云
い
」
だ
と
断
じ
た
う
え
で
、「
定
を
習
う
」
態

度
が
批
判
さ
れ
る
の
は
「
浄
」
を
求
め
る
執
着
が
そ
こ
に
纏
い
つ
い
て
い
る
か
ら
だ
、
と
の
認
識
を
導
く
。
そ
し
て
さ
ら
に
、「
無
を
言
う
は

諸
子
よ
り
始
ま
る
」
こ
と
、
つ
ま
り
聖
人
孔
子
は
「
天
地
の
実
体
」
か
ら
遊
離
し
た
発
言
を
お
こ
な
う
こ
と
は
な
か
っ
た
と
す
る
の
で
あ
り
、

儒
仏
両
者
の
異
同
に
つ
い
て
、
か
れ
は
以
下
の
よ
う
に
も
概
括
す
る
。

そ
こ
で
（
仏
教
は
）
心
性
の
お
の
ず
か
ら
抑
え
き
れ
な
い
も
の
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
を
抑
え
つ
け
た
。
わ
が
孔
子
は
と
言
え
ば
、
お
の
ず
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か
ら
抑
え
き
れ
な
い
も
の
を
仁
と
み
な
し
、
本
心
や
本
性
と
呼
ん
だ
。
故
に
「
仁
を
欲
す
る
」（
論
語
述
而
・
堯
曰
）
と
言
う
の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
こ
そ
最
上
の
（
教
説
で
あ
る
）
一
乗
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
孔
子
は
釈
迦
に
較
べ
て
「
欲
」
の
一
字
が
余
計
だ
が
、（
有
無
を
包

摂
す
る
）
中
道
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
釈
迦
は
孔
子
に
較
べ
て
「
欲
」
の
一
字
に
欠
け
る
。
そ
も
そ
も
孔
子
が
樹
立
し
た
の
は
人
倫
に
即

し
た
教
え
で
あ
る
。
ど
う
し
て
わ
ざ
わ
ざ
そ
こ
を
離
れ
、（
空
虚
な
世
界
に
）
飛
翔
す
る
だ
ろ
う
か
（
是
以
于
凡
心
性
所
不
能
自
已
者
、

而
一
切
已
之
。
若
吾
夫
子
則
以
所
不
能
自
已
者
為
仁
、
而
謂
之
本
心
本
性
。
故
曰
欲
仁
也
。
然
自
最
上
一
乘
而
觀
、
夫
子
比
佛
多
此
一
欲
、

自
中
道
而
觀
、
則
佛
比
夫
子
少
此
一
欲
。
蓋
夫
子
所
立
人
道
也
。
詎
肯
離
而
上
之
哉
）。

　

詹
景
鳳
は
ま
た
「
誠
に
以
て
人
は
人
倫
中
に
処お

ら
ば
、
何
ぞ
能
く
情
を
去
ら
ん
や
。
情
を
去
ら
ば
必
ず
人
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
」
と
も
言
う
。

「
人
倫
」
の
具
体
像
と
し
て
か
れ
が
想
定
す
る
の
は
、
飲
食
や
服
飾
、
婚
姻
儀
礼
な
ど
が
整
っ
た
環
境
下
で
の
父
母
兄
弟
夫
婦
に
よ
る
睦
ま
じ

い
人
間
関
係
で
あ
る
。
た
し
か
に
そ
れ
ら
は
情
欲
の
麗
し
い
発
現
形
態
で
あ
り
、
情
欲
を
否
定
し
た
場
で
は
築
き
よ
う
が
な
い
。
ま
さ
に
「
そ

の
妙
味
は
過
誤
の
な
い
よ
う
に
す
る
点
に
在
り
、（
情
欲
を
）
断
ち
切
る
と
こ
ろ
に
は
な
い
（
旨
在
無
過
差
而
不
在
斷
絶
）」。

　

で
は
い
か
に
す
れ
ば
、
情
欲
か
ら
そ
の
「
過
差
」
を
な
く
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
如
上
か
れ
は
、「
凡
そ
心
性
の
お
の
ず
か
ら
已
む
能
わ

ざ
る
所
」
と
し
て
の
「
仁
を
欲
す
る
」
学
問
を
、
正
当
だ
と
捉
え
る
。
そ
の
「
欲
」
す
る
在
り
方
に
は
、
仏
道
両
教
の
用
語
か
ら
析
出
さ
れ
た

「
定
」
の
思
考
も
絡
む
の
だ
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
情
欲
そ
れ
自
体
の
は
た
ら
き
に
、
み
ず
か
ら
を
整
序
す
る
性
質
が
存
す
る
、
と
か
れ
は
考

え
た
。
こ
う
し
た
主
張
を
、
か
れ
が
「
纘
図
新
説
」
に
収
め
た
理
由
は
明
瞭
で
あ
ろ
う
。
篇
題
に
言
う
太
極
図
の
継
承
と
は
、
太
極
の
内
実
を

解
き
ほ
ぐ
し
て
開
示
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
情
欲
を
不
可
避
の
要
素
と
す
る
人
間
が
そ
の
情
欲
を
整
序
し
て
人
倫
を
構
築
す
る
様
相
を
、
太
極
の

自
己
展
開
と
し
て
描
き
出
す
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

第
二
巻
後
半
の
「
通
書
説
零
」
で
は
、「
通
書
」
の
「
至
正
而
明
達
」、「
誠
神
幾
」、「
一
為
要
」
と
い
っ
た
関
鍵
語
の
解
説
が
お
こ
な
わ
れ
、
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そ
の
末
尾
で
は
、『
性
理
大
全
書
』
巻
三
「
通
書
後
録
」
所
掲
「
養
心
亭
説
」
の
「
養
」
字
を
め
ぐ
る
考
察
が
示
さ
れ
る
。
そ
の
考
察
で
興
味

を
惹
く
の
は
、
聖
人
も
ま
た
み
ず
か
ら
を
「
養
」
う
存
在
だ
と
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
経
書
に
お
い
て
聖
人
が
「
日
に
新
た
に
し
て
日
に
躋の

ぼ

り
、

日
に
懋つ

と

め
て
日
に
兢

い
ま
し

む
」
と
描
写
さ
れ
る
そ
の
様
相
を
、
詹
景
鳳
は
、
聖
人
に
よ
る
毎
日
の
「
養
」
と
解
釈
し
た
う
え
で
、
た
だ
し
「
学
人

の
養
う
や
、養
う
に
静
を
以
て
し
、聖
人
の
養
う
や
、養
う
に
無
動
無
静
を
以
て
す
」
と
区
別
す
る
。「
学
人
」
と
「
聖
人
」
の
差
は
「
倚よ

る
所
」

の
有
無
に
在
る
。
聖
人
と
い
う
人
間
に
と
っ
て
理
想
的
な
境
涯
を
、
詹
景
鳳
は
、
無
執
着
で
あ
り
か
つ
そ
れ
故
に
常
に
変
化
す
る
自
由
自
在
な

も
の
と
捉
え
た
。

　

第
三
巻
「
発
蹤
（
巻
題
は
「
踪
」
字
）
至
論
」
の
冒
頭
に
お
い
て
、
詹
景
鳳
は
「
定
性
・
体
仁
の
二
論
」
の
意
義
を
、「
迷
妄
を
打
破
し
て

真
実
を
明
ら
か
に
し
、（
進
む
べ
き
）
方
途
を
開
拓
し
て
帰
着
点
を
示
し
た
（
破
迷
而
睹
其
實
、
啓
塗
而
指
其
歸
）」
点
に
あ
る
と
説
く
。
知
行

双
方
の
局
面
の
い
ず
れ
に
関
し
て
も
、
こ
の
二
論
に
は
、
人
び
と
を
啓
蒙
し
か
つ
極
致
に
導
く
内
容
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
作
者
で
あ

る
程
顥
は
「
蓋
し
一
代
発
踪
指
示
の
儒
」、
真
理
と
い
う
獲
物
を
的
確
に
追
い
か
け
得
る
指
令
を
発
し
た
、
稀
代
の
学
者
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

詹
景
鳳
が
「
体
仁
論
」
と
呼
ぶ
程
顥
の
文
章
は
、
通
常
「
識
仁
篇
」
と
称
さ
れ
る
。
そ
れ
は
こ
の
文
章
が
「
学
ぶ
者
は
須
く
先ま

ず
仁
を
識
る

べ
し
。
仁
者
は
渾
然
と
し
て
物
と
体
を
同
じ
く
す
」
と
始
ま
る
こ
と
に
拠
る
の
だ
が
、
か
れ
は
な
ぜ
、
こ
の
文
章
を
肯
定
す
る
一
方
で
、
論
題

に
関
し
て
は
慣
習
に
従
わ
な
か
っ
た
の
か
。
そ
の
理
由
は
、
か
れ
の
師
匠
の
ひ
と
り
で
あ
る
耿
定
向
が
或
る
疑
義
を
呈
し
て
い
た
こ
と
と
関
連

す
る
だ
ろ
う
。
こ
の
巻
に
は
そ
う
し
た
耿
定
向
の
言
葉
も
引
用
さ
れ
る
。「
孔
孟
の
言
よ
り
之
を
観
れ
ば
、（
こ
の
篇
の
冒
頭
の
）
此
の
語
も
亦

た
尚
お
見
に
属
す
な
り
」（
耿
定
向
『
耿
天
台
先
生
文
集
』
巻
三
「
与
胡
廬
山
（
一
）」）。「
見
」
と
は
、
抽
象
的
に
構
想
さ
れ
た
無
根
拠
の
意

見
を
指
す
。
体
得
の
境
地
に
関
す
る
耿
定
向
の
認
識
は
か
な
り
厳
格
で
あ
り
、
か
れ
は
「
わ
れ
わ
れ
が
万
物
一
体
と
い
う
こ
と
を
わ
き
ま
え
て

対
象
と
一
体
に
な
ろ
う
と
し
て
も
、
そ
の
一
体
化
の
行
為
は
必
ず
や
緊
密
で
は
な
い
（
吾
人
見
得
萬
物
一
體
而
體
之
、
其
體
之
必
不
切
）」
と
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も
主
張
す
る
。「
仁
を
識
る
」
と
表
現
さ
れ
る
行
為
も
同
様
に
、「
見
に
属
す
」
わ
け
で
あ
る
。
詹
景
鳳
は
、
耿
定
向
の
こ
の
認
識
に
つ
い
て
、

そ
の
方
向
性
に
は
基
本
的
に
同
調
し
つ
つ
も
、
一
方
で
ま
た
疑
問
も
抱
い
た
。
か
れ
は
言
う
。
程
顥
の
「
此
の
論
」
は
「
空
見
に
は
あ
ら
ざ
る

な
り
。
実
際
な
り
」。
事
象
に
即
し
た
体
得
的
な
理
解
が
、
こ
の
「
論
」
に
は
記
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
か
く
し
て
か
れ
は
、「
論
」
の
名

称
を
「
識
仁
」
か
ら
「
体
仁
」
へ
と
変
更
し
た
。

　
「
定
性
論
」
に
は
、
そ
の
末
尾
近
く
に
、「
夫
れ
人
の
情
の
発
し
易や

す

く
制
し
難
い
も
の
は
、
惟こ

れ
怒
を
甚
だ
し
と
為
す
。
第た

だ
能
く
怒
時
に
於

い
て
遽に

わ

か
に
其
の
怒
を
忘
れ
て
理
の
是
非
を
観
る
」
と
の
一
段
が
あ
り
、
詹
景
鳳
は
こ
の
「
一
語
」
を
「
孔
子
の
真
の
道
脈
」
と
絶
讃
す
る
。

そ
の
理
由
は
、「
喜
怒
を
超
え
る
の
が
心
の
本
体
で
あ
り
、
そ
の
本
体
に
相
即
し
た
状
態
が
心
の
理
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
理
を
観
る
」
と
言
う
。

理
は
も
と
よ
り
（
喜
）
怒
を
超
え
て
お
り
、
そ
の
（
喜
）
怒
を
超
え
た
在
り
方
が
「
定
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
説
明
す
る
（
無
喜

無
怒
、
心
之
體
也
。
即
此
是
心
之
理
。
故
曰
觀
理
。
言
理
本
無
怒
也
、
無
怒
即
是
定
）」
と
の
一
文
か
ら
推
測
で
き
る
。
人
間
が
堕
落
す
る
そ

の
根
本
原
因
を
喜
怒
の
情
に
見
出
し
、
か
つ
そ
の
状
態
か
ら
の
回
復
方
法
に
つ
い
て
も
的
確
に
「
観
理
」
と
断
じ
た
こ
と
を
、
か
れ
は
評
価
し

た
。
右
の
一
文
は
続
け
て
こ
の
よ
う
に
言
う
。「
観
理
」
の
意
義
を
考
究
す
る
と
と
も
に
、「
体
仁
論
」
所
掲
の
文
言
と
の
関
連
性
を
も
示
す
の

で
あ
る
。

も
し
薛
文
清
公
が
言
う
よ
う
に
、「
他
人
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
怒
り
に
触
れ
る
事
を
よ
く
耐
え
て
お
こ
な
う
」
な
ら
ば
、
本
体
に

は
す
で
に
執
着
が
附
く
。
た
だ
耐
え
て
（
怒
り
を
）
発
し
な
い
よ
う
に
さ
せ
る
だ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。
よ
く
耐
え
る
こ
と
と
理
を
観
る
こ

と
と
は
格
段
に
異
な
る
。
よ
く
耐
え
れ
ば
（
怒
り
は
）
発
し
な
い
が
、
そ
の
怒
り
は
お
の
ず
と
心
に
残
り
、
簡
単
に
は
融
け
去
ら
な
い
。

一
方
、
理
を
観
る
な
ら
ば
、
自
身
の
怒
り
が
正
当
で
は
な
い
こ
と
わ
か
り
、
ま
た
怒
り
が
（
自
分
の
）
心
に
関
係
づ
け
ら
れ
る
べ
き
も
の

で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
故
に
惕
然
と
省
悟
し
釈
然
と
（
怒
り
は
）
消
え
去
り
、
怒
り
と
と
も
に
忘
却
し
て
、
も
は
や
痕
跡
は
の



−48−

こ
ら
ず
、
か
く
し
て
そ
の
内
面
に
は
喜
怒
を
超
え
た
本
体
が
ふ
た
た
び
顕
現
す
る
。
い
わ
ゆ
る
「
誠
敬
之
存
」
と
は
こ
の
在
り
方
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
ゆ
え
に
こ
れ
を
「
定
」
と
呼
ぶ
。
仁
の
実
現
に
お
い
て
、
そ
も
そ
も
「
存
」
と
言
い
「
定
」
と
言
う
以
上
、
ど
う
し
て
「
防

検
」
を
必
要
と
す
る
だ
ろ
う
か
。
忍
耐
な
ど
は
も
と
よ
り
言
う
に
足
ら
な
い
の
で
あ
る
（
如
文
清
公
所
云
、
能
忍
人
所
不
能
忍
之
觸
怒
、

則
本
體
已
着
、
第
忍
使
不
發
耳
。
能
忍
與
觀
理
逈
殊
。
能
忍
即
不
發
、
怒
自
在
心
、
未
能
遽
釋
。
觀
理
則
見
己
怒
之
不
是
、
又
見
怒
不
當

以
關
之
心
。
以
故
惕
然
省
悟
、
釋
然
消
去
、
與
怒
倶
忘
、
靡
復
痕
迹
、
而
性
心
無
怒
無
喜
之
本
體
復
在
。
所
謂
誠
敬
之
存
即
此
、
故
以
謂

之
定
。
而
為
仁
、
夫
既
曰
存
曰
定
矣
、
則
何
須
防
檢
、
忍
固
不
足
言
也
）。

　

文
清
公
薛
瑄
に
よ
る
発
言
の
主
旨
は
、
通
常
の
人
士
に
は
困
難
な
「
触
忤
」
す
な
わ
ち
直
言
す
ら
を
も
敢
え
て
お
こ
な
う
、
と
い
う
も
の
で

あ
り（

（1
（

、
詹
景
鳳
の
引
用
に
は
我
田
引
水
の
観
が
あ
る
。
一
文
の
な
か
ご
ろ
、
怒
り
と
と
も
に
忘
却
さ
れ
る
の
は
、「
定
性
論
」
に
言
う
内
外
両

忘
の
思
考
か
ら
推
し
て
、
内
面
の
怒
り
と
対
に
な
る
外
的
事
象
を
指
す
だ
ろ
う
。
た
だ
し
こ
の
文
章
に
お
い
て
、「
と
も
に
」
忘
却
さ
れ
る
対

象
が
明
言
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
、
詹
景
鳳
の
視
線
は
、
外
界
に
で
は
な
く
よ
り
強
く
内
面
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
観
理
」
の
結

果
、
怒
り
の
感
情
に
つ
い
て
、
そ
の
是
非
を
看
取
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
己
の
本
心
と
は
無
関
係
の
感
情
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
と
さ
れ
る
。

そ
の
感
情
が
本
心
の
異
物
で
し
か
な
い
こ
と
を
「
観
」
じ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
詹
景
鳳
は
、「
観
」
字
に
対
し
、
原
著
よ
り
も
一
段
階
深
化

し
た
思
索
を
め
ぐ
ら
し
た
。
た
だ
し
そ
れ
は
原
著
か
ら
の
逸
脱
で
は
な
い
。「
観
」
解
釈
の
正
当
性
を
、「
体
仁
論
」
に
言
う
「
此
の
理
を
識
得

す
と
は
、
誠
敬
を
以
て
之
を
存
す
る
の
み
」
と
の
一
文
の
「
誠
敬
」
に
求
め
る
と
お
り
、「
観
」
る
行
為
が
帯
び
る
対
象
被
拘
束
性
を
払
拭
さ

せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。「
定
性
」
と
「
体
仁
」
ふ
た
つ
の
議
論
の
主
旨
を
重
ね
た
う
え
で
、
か
れ
は
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

明
道
に
よ
る
「
定
性
」
の
「
怒
り
を
忘
れ
る
」
と
は
、
ま
さ
し
く
（「
体
仁
」
の
）
仁
者
が
万
物
を
一
体
と
す
る
根
本
的
な
真
理
を
そ
の

内
面
に
保
持
す
る
方
法
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
契
機
は
こ
こ
に
選
び
取
ら
れ
、
そ
の
基
盤
は
こ
こ
に
植
え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
契
機
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に
し
て
も
基
盤
に
し
て
も
、唯
一
「
誠
敬
」
が
顕
在
す
る
こ
と
で
実
現
さ
れ
る
。「
誠
敬
」
は
ま
さ
し
く
選
び
取
り
植
え
つ
け
る
方
法
だ
が
、

し
か
し
意
識
的
に
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
一
念
が
「
誠
敬
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
い
か
な
る
事
象
い
か
な
る
意
念
に
ま

で
も
そ
の
は
た
ら
き
の
達
し
た
状
態
が
、
ま
さ
に
（
孟
子
の
言
う
、
四
端
の
）
い
ず
れ
に
対
し
て
も
拡
充
す
る
こ
と
を
自
覚
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
拡
充
し
尽
く
さ
れ
れ
ば
（
ど
ん
な
事
象
に
も
）
円
満
に
通
達
し
、（
意
念
は
）
も
は
や
起
滅
（
す
る
相
対
的
事
態
）
を
超

え
る
。
こ
れ
が
「
無
事
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（「
体
仁
論
」
が
批
判
す
る
）「
窮
索
」
や
「
防
検
」
と
い
っ
た
方
法
は
、い
ず
れ
も
「
有

事
」
に
類
す
る
も
の
で
あ
る
。「
有
事
」
と
は
「
有
心
」
な
の
で
あ
る
（
伯
子
定
性
之
忘
怒
、
即
仁
者
一
體
萬
物
之
本
真
、
存
之
之
道
、

機
自
此
掇
、
根
自
此
植
。
然
此
根
此
機
、
唯
誠
敬
在
則
在
。
誠
敬
即
所
以
掇
之
植
之
、
非
着
力
也
。
自
一
念
誠
敬
、
以
用
達
於
事
事
念
念
、

即
為
知
皆
擴
而
充
之
、
充
盡
則
圓
通
、
無
復
起
滅
、
是
無
事
也
。
若
窮
索
防
檢
、
皆
有
事
之
類
也
。
有
事
者
有
心
也
）。

　

詹
景
鳳
は
、「
観
」
る
行
為
を
分
析
し
、「
観
る
と
は
事
物
の
理
を
（
対
象
的
に
）
観
る
の
で
は
な
く
、
自
身
の
心
の
理
を
観
る
の
で
あ
る
。

故
に
「
反
観
」
と
呼
ぶ
。
こ
の
観
る
態
度
に
は
（
観
よ
う
と
す
る
）
意
識
の
は
た
ら
き
を
必
要
と
し
な
い
。
理
が
も
と
も
と
内
在
さ
れ
、
ど
こ

ま
で
も
明
晰
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
（
觀
非
觀
物
之
理
、
觀
己
心
之
理
也
。
故
曰
反
觀
。
此
觀
不
必
着
力
、
以
理
本
在
内
、
亦
無
不
明

者
）」と
述
べ
て
も
い
る
。
右
の
引
用
文
に
解
析
さ
れ
た「
誠
敬
」の
論
理
構
造
と
同
軌
の
文
章
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
こ
こ
で
は
、「
万

物
一
体
」
と
い
う
究
極
の
境
涯
が
、「
一
念
」
を
「
誠
敬
」
に
す
る
こ
と
の
蓄
積
の
結
果
と
し
て
も
示
さ
れ
る
。「
定
性
論
」
に
言
う
「
内
外
両

忘
」
の
境
地
と
は
、
要
す
る
に
こ
の
究
極
の
境
涯
を
意
味
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
も
ま
た
「
一
念
」
そ
れ
自
体
の
「
誠
敬
」
の
積
み
重
ね
に
拠
っ

て
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
る（

（1
（

。

　

第
四
巻
「
西
銘
一
吷
」
の
第
二
條
に
お
い
て
詹
景
鳳
は
、「
西
銘
」
を
持
ち
上
げ
、
諸
儒
に
よ
る
文
章
の
な
か
で
も
「
第
一
篇
の
佳
文
」
だ

と
説
く
。
と
こ
ろ
が
こ
の
巻
で
は
、
そ
の
文
言
に
即
し
た
解
説
は
僅
少
で
あ
り
、
と
く
に
後
半
で
は
「
念
」
を
め
ぐ
る
所
見
が
「
西
銘
」
の
枠
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組
み
か
ら
離
れ
て
披
瀝
さ
れ
る
。「
西
銘
」
の
主
旨
で
あ
る
万
物
一
体
の
議
論
に
つ
い
て
、
か
れ
は
、「
し
か
し
（
万
物
一
体
と
）
体
得
す
る
そ

の
場
は
、
漠
然
と
拡
が
っ
た
所
で
は
な
く
精
緻
な
場
面
に
存
す
る
（
顧
所
為
體
之
、
却
不
在
廣
大
、
而
在
精
微
）」
と
見
る
。
原
著
の
高
邁
な

理
想
に
対
し
、
そ
れ
を
評
価
し
つ
つ
も
現
実
の
自
己
に
即
し
た
実
践
に
密
着
す
る
道
を
選
ん
だ
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
姿
勢
を
反
映
す
る
か
れ

の
所
見
か
ら
、
そ
の
一
斑
を
示
し
て
お
く
。

　

上
述
の
と
お
り
、
詹
景
鳳
は
人
間
の
本
性
を
一
切
の
執
着
か
ら
超
越
し
た
も
の
と
捉
え
て
い
る
。
こ
の
巻
で
も
同
様
に
、「
性
中
に
は
一
物

を
も
着
有
す
る
を
容い

れ
ず
」
と
主
張
し
、
さ
ら
に
「
か
く
し
て
執
着
は
、
自
己
内
部
の
意
念
に
よ
る
自
己
欺
瞞
へ
の
執
着
が
最
悪
だ
。
自
己
欺

瞞
の
始
め
は
外
物
と
の
接
触
の
際
に
、
自
分
で
は
気
づ
か
ず
外
物
か
ら
の
誘
引
に
流
さ
れ
た
り
、
或
い
は
そ
れ
に
気
づ
い
て
も
誘
引
を
断
ち
切

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
（
而
着
莫
着
於
意
念
之
自
欺
、
欺
之
始
也
、
物
來
吾
或
不
知
、
而
任
其
牽
引
、
或
知
之
不
能
自
割
）」
と
敷
衍
す
る
。

ま
た
か
れ
は
、『
中
庸
』（
第
三
十
二
章
）
の
「
肫
肫
た
る
か
な
其
の
仁
」
に
由
来
す
る
「
一
念
の
惺
惺
肫
肫
た
る
も
の
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
を

「
不
着
之
念
」
と
断
定
し
、
物
事
を
あ
ま
ね
く
「
照
」
ら
し
か
つ
内
面
は
「
定
」
ま
っ
て
い
る
状
態
だ
、
と
も
解
釈
す
る
。
加
え
て
こ
の
「
念
」

を
「
本
念
」
と
言
い
換
え
、「
本
念
は
仙
家
の
云
う
所
の
正
念
、
釈
氏
の
云
う
所
の
本
覚
真
心
の
如
し
。
皆
な
念
に
し
て
念
と
す
る
所
な
く
、

心
に
し
て
心
あ
る
こ
と
な
し
。
自
然
に
し
て
常
在
、
滅
す
る
こ
と
な
く
起
こ
る
こ
と
な
し
」
云
々
、
と
仏
道
両
教
に
ま
で
そ
の
視
野
を
拡
げ
る
。

或
る
人
が
問
う
。
な
ぜ
「
本
念
」
の
解
説
に
二
氏
の
そ
れ
を
借
り
る
の
か
。
か
れ
は
こ
う
応
じ
た
。

答
え
て
言
う
。
儒
学
の
場
合
、
孟
子
以
前
は
教
え
を
示
す
際
に
た
だ
身
心
に
言
及
す
る
だ
け
で
、
身
心
の
由
来
に
つ
い
て
は
言
及
し
な
か

っ
た
。
身
心
の
由
来
に
つ
い
て
は
た
だ
釈
氏
だ
け
が
論
じ
て
い
る
。
要
す
る
に
お
お
も
と
は
近
似
す
る
が
、
主
眼
と
す
る
点
は
そ
れ
ぞ
れ

に
異
な
る
。
釈
氏
の
言
う
始
原
す
ら
漠
と
し
た
そ
の
昔
と
は
、
主
に
前
世
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
も
の
。
前
世
に
お
い
て
附
着
束
縛
の
な
い

と
こ
ろ
か
ら
出
て
来
る
か
ら
、（
そ
れ
が
）
現
世
で
は
本
覚
の
真
心
と
な
り
、
前
世
で
妄
想
を
附
着
さ
せ
そ
れ
に
束
縛
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
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現
世
で
は
妄
想
に
沈
淪
堕
落
す
る
（
曰
儒
自
孟
氏
而
上
、
為
教
只
及
身
心
、
不
及
身
心
所
從
來
。
身
心
所
從
來
、
惟
釋
言
之
。
要
以
大
總

相
類
、
所
主
各
殊
。
釋
氏
云
無
始
之
際
、
則
是
主
前
生
説
來
言
。
自
前
生
無
所
粘
帯
來
、
故
此
生
本
覺
真
心
、
在
前
生
粘
帯
妄
想
來
、
故

此
生
淪
墮
妄
想
）。

　

現
世
の
人
間
を
学
問
の
主
題
と
す
る
儒
学
の
場
合
、
無
執
着
の
本
性
を
も
っ
て
生
ま
れ
た
人
間
が
な
ぜ
意
念
に
繫
縛
さ
れ
る
の
か
が
説
明
で

き
な
い
。
し
か
し
仏
教
は
こ
の
難
問
を
、
三
世
概
念
を
使
う
こ
と
で
解
決
し
た
。
た
だ
し
そ
れ
故
に
仏
教
が
儒
学
よ
り
優
れ
て
い
る
と
い
う
の

で
は
な
く
、
か
れ
は
「
夫
の
（
執
着
と
し
て
の
）
物
の
道
を
害
な
う
を
慮
る
に
至
り
て
は
、
則
ち
（
儒
仏
道
）
三
宗
、
同
じ
く
然
り
」、
と
一

段
を
ま
と
め
た
。

　

第
五
巻
「
正
蒙
一
吷
」
は
、「
正
蒙
」
前
半
各
篇
の
文
字
に
関
す
る
解
説
を
比
較
的
多
く
載
せ
る
。
た
と
え
ば
「
正
蒙
」
太
和
篇
（
第
一
）

を
『
周
易
』
繫
辞
上
伝
第
七
章
の
「
写
影
」
と
捉
え
、
参
両
篇
（
第
二
）
の
陰
陽
五
行
論
を
「
関
尹
子
に
本
づ
く
」
と
し
、
ま
た
陰
陽
の
気
と

雨
雪
に
関
す
る
見
解
は
「
淮
南
子
に
本
づ
く
。
然
れ
ど
も
淮
南
の
創
見
に
は
あ
ら
ず
。
淮
南
は
之
を
穀
梁
伝
に
本
づ
く
」
と
考
察
す
る
の
で
あ

る
。
巻
末
で
は
、
張
載
の
学
問
を
知
る
う
え
で
、「
正
蒙
」
か
ら
は
そ
の
「
該
」
博
さ
が
「
西
銘
」
か
ら
は
そ
の
遠
「
大
」
さ
が
分
か
る
と
も

さ
れ
る
。「
正
蒙
」
の
こ
う
し
た
傾
向
を
、
か
れ
は
張
載
の
所
説
の
淵
源
を
探
究
す
る
な
か
で
析
出
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　
『
性
理
大
全
書
』
所
収
の
「
皇
極
経
世
書
」
は
、
易
図
に
関
す
る
「
纂
図
指
要
」
と
「
観
物
」
内
外
篇
と
に
二
分
さ
れ
る
。
ま
た
そ
の
前
者

の
末
尾
に
は
音
韻
に
関
す
る
図
説
が
附
く
。『
性
理
小
辨
』
巻
六
「
経
世
畧
意
」
に
詹
景
鳳
は
、「
続
図
図
説
」
と
題
し
て
原
著
の
図
と
、
み
ず

か
ら
が
作
成
し
た
「
図
説
」
と
を
載
せ
、巻
七
「
畧
意
下
」
で
は
、「
二
観
挙
易
」
と
の
副
題
ど
お
り
「
観
物
」
内
外
篇
の
解
説
を
お
こ
な
う
。「
経

世
（
書
）
は
、
元
世
運
世
・
声
音
律
呂
を
以
て
物
理
を
明
か
に
す
る
も
、
内
外
観
物
二
篇
を
以
て
心
を
言
う
」（
巻
七
）、
と
の
区
別
に
も
と
づ

く
篇
分
け
で
あ
る
。
た
だ
し
か
れ
は
、
右
の
「
続
図
図
説
」
に
つ
い
て
、
原
著
に
入
門
す
る
た
め
の
「
頭
路
」
で
し
か
な
い
と
も
言
う
。
単
純
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な
謙
遜
と
も
受
け
と
れ
る
が
、
か
れ
は
一
方
で
原
著
に
展
開
さ
れ
る
「
物
理
の
学
」
に
つ
き
、「
或
い
は
通
ず
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
あ
ら
ば
、
以

て
強
い
て
通
ず
べ
か
ら
ず
」（
巻
七
）
と
も
語
る
。
そ
も
そ
も
か
れ
の
関
心
が
「
物
理
」
の
探
究
に
は
向
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
も
言
え
る
。

　

邵
雍
の
書
物
に
対
し
、
詹
景
鳳
は
、「
深
い
境
地
に
お
い
て
自
得
し
た
も
の
（
自
得
于
深
造
）」
と
評
価
し
、
そ
の
音
韻
の
方
面
を
「
律
呂
新

書
」
が
嗣
ぎ
、「
皇
極
」
に
範
を
採
っ
た
の
が
「
洪
範
皇
極
」
だ
と
把
握
し
つ
つ
、
し
か
し
こ
の
二
著
は
邵
雍
の
「
第
二
義
」
に
落
ち
る
も
の

だ
と
す
る
（
巻
七
）。
ま
た
邵
著
の
「
陰
陽
老
少
之
象
」
や
「
図
書
奇
偶
之
数
」
に
つ
い
て
は
「
易
学
啓
蒙
」
が
述
べ
る
も
の
の
、
そ
の
意
義

は
す
で
に
「
皇
極
経
世
」
が
敷
衍
し
て
い
る
と
見
る
（
巻
八
「
易
学
本
生
」）。「
文
公
家
礼
」
に
つ
い
て
は
、「
縉
紳
学
士
之
家
」
の
必
読
書
で

は
あ
る
が
実
施
の
際
に
は
「
礼
を
制
す
る
所
以
の
意
」
を
見
失
わ
な
い
よ
う
に
す
る
だ
け
だ
（
巻
八
「
家
礼
従
宜
」）
と
捉
え
、
原
著
に
対
す

る
細
か
な
解
説
は
お
こ
な
わ
な
い
。
い
わ
ゆ
る
「
九
書
」
の
な
か
で
も
「
易
学
啓
蒙
」
以
下
の
四
著
に
対
し
、
か
れ
が
必
ず
し
も
重
視
し
て
い

な
い
こ
と
が
了
解
で
き
る
。
本
論
で
も
第
八
巻
「
易
学
本
生
」
以
下
に
関
す
る
解
説
は
省
略
に
従
う
。

②
造
化
辨
（
巻
十
一
か
ら
巻
十
四
ま
で
）

　

詹
景
鳳
が
「
物
理
の
学
」
に
対
す
る
強
引
な
解
釈
を
忌
避
し
た
理
由
は
、
そ
も
そ
も
そ
の
強
引
さ
に
よ
っ
て
「
有
我
が
既
に
生
じ
、
私
智
も

又
た
起
こ
る
」と
見
る
か
ら
で
あ
る（
巻
七
）。
造
化
辨
の
各
條
文
も
こ
の
精
神
に
拠
っ
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
、か
れ
は
同
巻
の
前
序
に「
蓋

し
造
化
の
理
は
咸
な
自
然
に
由
る
。
強
い
れ
ば
則
ち
之
を
失
す
」
と
記
す
。
本
巻
冒
頭
の
、
無
極
太
極
図
に
お
け
る
無
極
不
要
論
も
同
様
で
あ

る
。
無
極
に
関
す
る
言
説
は
、
太
極
の
究
極
性
を
明
か
さ
な
い
ば
か
り
か
、「
逆
に
太
極
の
意
味
を
見
失
わ
せ
、
蛇
に
足
を
つ
け
る
よ
う
な
も

の
な
の
で
あ
る
（
反
失
太
極
本
旨
而
増
蛇
之
足
）」。

　

と
は
い
え
興
味
深
い
の
は
、
巻
十
一
「
理
気
」
に
お
い
て
孔
子
と
諸
子
を
対
比
さ
せ
、「
そ
も
そ
も
諸
子
が
、
道
の
理
解
に
お
い
て
細
か
く
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断
片
的
で
あ
り
、
孔
子
の
渾
然
と
し
て
欠
け
る
も
の
の
な
い
認
識
が
分
か
ら
な
い
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
、
本
性
に
つ
い
て
理
解
し
て
お
ら
ず
、
結

局
臆
測
を
働
か
せ
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
こ
で
「
頭
脳
」
が
多
く
な
る
（
大
諦
諸
子
見
道
細
碎
、
未
能
得
夫
子
之
渾
全
者
、
只
縁
未
見
本
性
、
並

由
臆
想
測
度
、
頭
腦
便
自
多
爾
）」
と
述
べ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
書
が
逆
に
、
諸
子
系
文
章
を
多
用
す
る
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
頭
脳
」

と
は
、
諸
子
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
中
心
的
思
考
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
。
詹
景
鳳
は
、
そ
う
し
た
諸
子
の
「
頭
脳
」
に
つ
い
て
、
原
文
を
引
用
し
、

是
是
非
非
主
義
の
立
場
か
ら
論
評
を
加
え
た（

（1
（

。
右
の
発
言
の
直
後
に
は
、
天
地
以
前
の
存
在
に
つ
い
て
語
る
張
衡
「
霊
憲
」
や
「
子
華
子
」
の

文
章
、「
老
子
」
お
よ
び
そ
の
王
弼
注
が
載
る
。
同
巻
「
天
地
」
以
下
は
そ
の
傾
向
を
強
め
、「
淮
南
子
」「
素
問
」「
李
石
続
博
物
志
」「
雑
俎
」

「
春
秋
元
命
苞
」「
管
子
」
に
続
け
て
、「
釈
氏
楞
厳
経
」
の
十
八
天
や
「
道
家
度
人
経
」
の
三
十
二
天
ま
で
も
が
引
用
さ
れ
る
。

③
人
道
辨
明
自
篇
そ
の
前
半
（
巻
十
五
か
ら
巻
二
十
二
ま
で
）

　
『
性
理
大
全
書
』
巻
二
十
九
か
ら
巻
三
十
七
ま
で
の
「
性
理
（
一
～
九
）」
は
、
そ
の
な
か
に
「
性
命
」「
性
」
以
下
す
べ
て
十
八
の
細
目
を

置
く
。
一
方
そ
の
「
性
理
」
の
構
成
を
意
識
し
て
編
ま
れ
た
『
性
理
小
辨
』
人
道
辨
明
自
篇
の
前
半
は
、「
原
人
・
人
倫
・
性
命
・
心
・
念
・
意
・

志
・
気
・
仁
」
と
の
項
目
か
ら
成
る
。
原
著
と
重
な
る
項
目
は
「
性
命
」「
心
」「
仁
」
の
三
点
で
あ
る
。
な
お
「
人
倫
」
は
、『
性
理
大
全
書
』

で
は
巻
五
十
二
「
学
十
」
の
細
目
で
あ
る
。

　
「
原
人
」
は
全
四
條
、「
孔
子
・
楊
朱
・
管
子
・
呂
覧
」
か
ら
の
引
用
文
で
構
成
さ
れ
る
が
、
分
量
的
に
は
「
管
子
」
の
文
章
が
全
体
の
九
割

近
く
を
占
め
る
。
そ
の
典
拠
は
『
管
子
』
内
業
篇
。
詹
景
鳳
は
、
約
二
千
四
百
字
の
同
篇
か
ら
そ
の
末
尾
を
除
く
二
千
二
百
字
ほ
ど
の
文
章
を

引
き
、「
孟
子
の
持
志
・
養
気
・
知
言
の
説
は
、必
ず
之
を
此
篇
中
よ
り
得
ん
」
と
の
推
測
を
注
記
す
る
。
巻
十
八
明
自
篇
四
「
心
上
」
に
も
、『
管

子
』
心
術
上
篇
か
ら
約
百
二
十
字
の
文
章
が
引
用
さ
れ
る
な
ど
管
子
に
対
す
る
か
れ
の
評
価
は
か
な
り
高
い
。
本
論
の
特
色
と
も
関
連
す
る
問
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題
だ
が
、
紙
幅
の
関
係
か
ら
考
察
は
割
愛
す
る
。

　
「
心
（
上
下
）」
は
、
諸
子
書
に
も
ま
し
て
明
儒
の
文
章
を
多
く
引
く
。
と
く
に
「
心
上
」
後
半
で
は
王
守
仁
の
い
わ
ゆ
る
四
句
教
に
言
及
し
、

『
伝
習
録
』
巻
下
（
一
一
五
條
）
所
掲
の
「
一
無
三
有
」
説
を
王
門
の
「
宗
旨
」
と
捉
え
つ
つ
、
そ
の
改
変
を
こ
こ
ろ
み
る
。
す
な
わ
ち
そ
の

第
三
句
ま
で
を
「
無
好
無
悪
は
心
之
体
、
有
好
有
悪
は
意
之
動
、
知
好
知
悪
は
知
之
別
」
と
直
し
、
第
四
句
の
格
物
に
関
し
て
は
、「
好
悪
の

不
正
を
止
め
て
之
を
正
に
帰
す
」
と
見
る
の
で
あ
る
。「
仏
の
云
う
所
の
不
垢
不
浄
な
る
も
の
」
と
の
混
同
の
回
避
が
、
改
変
の
狙
い
で
あ
る
。

こ
こ
で
「
正
」
と
は
「
不
正
」
に
対
置
さ
れ
る
相
対
的
位
相
の
「
正
」
し
さ
で
は
な
く
、
絶
対
的
な
そ
れ
を
指
す
。
そ
れ
と
同
様
に
、
好
悪
の

欲
に
縛
ら
れ
な
い
境
涯
を
「
善
」
と
捉
え
る
そ
の
「
善
」
も
ま
た
（
巻
十
八
）、
詹
景
鳳
に
と
っ
て
は
相
対
的
な
善
悪
を
超
え
た
絶
対
的
「
善
」

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
か
れ
は
、「
心
之
体
」
に
対
す
る
「
無
善
（
無
悪
）」
と
の
規
定
は
妥
当
で
は
な
い
と
判
断
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　

一
方
、
こ
こ
に
言
う
「
好
悪
」
と
は
一
対
の
相
対
的
感
情
で
あ
る
。
で
は
な
ぜ
通
常
肯
定
さ
れ
る
「
好
念
」
に
対
し
て
も
、
か
れ
は
そ
れ
を

心
体
へ
の
執
着
と
見
た
の
か
。
巻
十
九
「
心
下
」
に
は
、
王
守
仁
に
よ
る
「
眼
中
の
金
屑
」
の
譬
喩
を
引
き
、
自
説
に
繋
げ
る
一
條
が
あ
る
。

王
守
仁
は
、「
心
の
本
体
に
は
一
念
た
り
と
も
留
め
て
は
な
ら
な
い
。
目
に
砂
塵
が
入
る
の
と
同
じ
よ
う
で
、
そ
ん
な
小
さ
な
も
の
に
は
何
も

で
き
な
い
よ
う
だ
が
、
目
の
前
が
す
べ
て
真
っ
暗
に
な
る
（
心
體
上
着
不
得
一
念
留
滯
、
就
如
眼
着
不
得
些
子
塵
沙
。
些
子
能
得
幾
多
、
滿
眼

便
昏
天
黑
地
（
了
）」
と
ま
ず
述
べ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
心
体
の
障
礙
は
「
私
念
」
に
と
ど
ま
ら
ず
「
好
的
念
頭
」
す
ら
も
そ
う
で
あ
る
こ

と
を
、
目
に
入
っ
た
「
金
玉
の
屑
」
に
な
ぞ
ら
え
る
（
伝
習
録
巻
下
一
三
五
條
）。「
好
」
い
意
念
は
「
金
玉
」
の
ご
と
く
価
値
が
高
い
。
し
か

し
そ
れ
故
に
人
を
誤
ら
せ
易
い
。
完
全
な
本
体
と
取
り
違
え
か
ね
な
い
の
で
あ
る
。
王
守
仁
は
そ
れ
を
強
く
懸
念
し
、
そ
の
指
摘
に
詹
景
鳳
も

同
意
し
た
。
だ
が
譬
喩
は
あ
く
ま
で
も
譬
喩
で
あ
る
。
実
際
の
「
好
念
」
が
な
ぜ
心
体
の
障
礙
と
な
る
の
か
。
か
れ
は
以
下
の
よ
う
に
解
説
す

る
。
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こ
こ
で
言
う
好
念
と
は
、
周
公
が
宰
相
と
な
り
（
夏
殷
周
）
三
代
の
王
を
兼
ね
て
四
つ
の
事
を
（
実
現
し
よ
う
と
）
思
っ
た
り
（
孟
子
離

婁
下
）、
孔
子
が
（
出
游
し
て
）
聖
王
の
事
跡
を
学
び
三
代
の
英
明
な
る
主
を
ひ
そ
か
に
志
し
た
（
礼
記
礼
運
）
よ
う
な
意
念
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
み
ず
か
ら
が
直
面
す
る
そ
の
場
で
の
心
の
本
体
の
発
現
と
し
て
、
当
然
そ
う
あ
る
べ
き
意
念
だ
。
思
う
に
、
直
面
す
る
そ
の
場

で
（
発
し
た
意
念
で
）
な
け
れ
ば
、（
意
念
が
向
か
う
）
事
象
は
存
在
し
な
い
の
だ
が
、
し
か
し
（
人
は
）
必
ず
そ
う
し
よ
う
と
す
る
意

念
を
起
こ
し
、「
某
事
に
は
こ
う
す
れ
ば
完
璧
だ
」と
言
う
。
つ
ま
り
事
象（
の
出
現
）に
先
ん
じ
て
意
念
を
蓄
え
て
お
く
わ
け
で
あ
り
、（
期

待
さ
れ
る
）
事
象
の
到
来
を
い
つ
ま
で
待
ち
望
む
の
か
。
か
り
に
そ
の
事
象
が
到
来
し
、
う
ま
く
対
処
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
過
ぎ
去

っ
て
か
ら
も
意
念
が
保
た
れ
忘
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
意
念
を
保
持
し
て
い
て
も
も
は
や
何
の
役
に
立
つ
だ
ろ
う
。
結
局
（
自
分
が
直
面
す

る
）
事
象
が
存
在
し
な
い
の
に
意
念
を
み
ず
か
ら
起
こ
し
、
心
に
は
（
対
象
と
な
る
事
象
）
の
痕
跡
な
ど
な
い
の
に
心
が
み
ず
か
ら
痕
跡

に
縛
ら
れ
る
。
王
文
成
公
の
言
う
「
留
滞
」
と
は
こ
の
こ
と
で
あ
る
。
故
に
意
念
が
よ
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
や
は
り
（
心
体
の
障
礙
で

あ
る
）
妄
念
だ
と
み
な
す
（
所
謂
好
念
、
如
周
公
作
宰
而
思
兼
三
王
之
事
、
孔
子
學
聖
而
竊
志
三
代
之
英
。
皆
當
下
本
體
應
如
是
。
惟
非

當
下
乃
無
事
、
而
起
期
必
之
念
、
曰
如
某
事
如
此
盡
善
、
則
先
蓄
念
在
心
、
何
時
望
得
此
事
來
。
或
事
已
至
、
處
之
善
矣
、
及
事
往
而
念

在
不
忘
、
則
存
此
將
復
何
用
。
是
無
事
而
念
自
生
、
心
無
迹
而
心
自
係
迹
、
文
成
所
謂
留
滯
此
也
。
故
雖
念
好
、
亦
以
為
妄
）。

　

詹
景
鳳
が
挙
げ
た
「
好
念
」
の
例
は
、
三
代
の
聖
王
を
見
習
お
う
と
す
る
周
公
や
孔
子
の
決
意
で
あ
り
、
事
例
と
し
て
は
一
般
性
に
欠
け
る

よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
か
れ
が
、
こ
の
事
例
を
ま
と
め
て
「
当
下
の
本
体
は
応ま

さ

に
是
く
の
如
か
る
べ
し
」
と
説
く
よ
う
に
、
両
聖
人
に
よ

る
こ
の
決
意
の
ほ
か
に
、
誰
も
が
首
肯
で
き
る
恰
好
の
事
例
を
見
つ
け
る
こ
と
は
、
そ
う
容
易
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
か
く
も

稀
少
な
「
好
念
」
で
す
ら
そ
の
「
当
下
」
の
場
を
過
ぎ
て
抱
か
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
も
し
く
は
、
然
る
べ
き
場
面
に
遭
遇
し
て
い
な
い
の
に
た

だ
空
想
さ
れ
た
だ
け
な
ら
ば
、
い
ず
れ
も
そ
れ
は
「
妄
」
念
で
し
か
な
い
、
と
か
れ
は
捉
え
た
。
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「
情
を
去
ら
ば
必
ず
人
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
」
と
は
、
本
書
巻
一
の
断
言
で
あ
る
。
情
欲
の
発
出
が
人
間
の
必
然
で
あ
る
以
上
、「
念
」
も
ま

た
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
で
は
か
か
る
「
念
」
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
「
念
」
と
「
意
・
志
・
気
」
と
は
い
か
に
区
別
さ

れ
る
の
か
。
詹
景
鳳
自
身
の
学
問
的
関
心
が
、
こ
れ
ら
の
考
察
を
主
題
と
す
る
一
巻
と
し
て
結
実
し
た
。
こ
こ
で
は
ふ
た
つ
の
條
文
を
紹
介
す

る
（
巻
二
十
「
念
」）。

念
と
は
（
意
識
的
に
）
起
こ
さ
れ
て
は
い
な
い
念
で
あ
る
。
人
の
心
が
極
め
て
静
か
な
状
態
に
在
り
、
お
の
ず
か
ら
存
在
す
る
き
ら
き
ら

と
し
て
曇
り
の
な
い
真
の
一
念
、
こ
れ
が
生
得
的
な
霊
明
で
あ
る
。
静
か
だ
と
し
て
も
「
静
か
」
と
い
う
境
地
に
迷
い
込
む
も
の
で
は
な

い
。
或
る
人
は
そ
れ
を
「
静
か
な
な
か
の
動
」
と
指
摘
す
る
が
、
実
際
に
は
「
動
」
で
も
な
い
。
し
か
し
意
と
な
る
と
動
い
て
し
ま
う
。

故
に
わ
た
し
は
、（
上
述
の
念
を
）
本
念
と
呼
ぶ
。
古
人
は
そ
れ
に
依
拠
し
て
聖
人
と
な
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
取
り
も
直
さ
ず
念
が
動

静
を
超
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
意
に
は
動
静
が
あ
り
、
意
の
発
動
が
情
で
あ
る
（
念
非
起
念
。
人
心
于
至
靜
中
、
自
有
一
念
烱
烱
不
昧

之
真
者
、
此
是
本
來
靈
明
。
靜
之
所
不
為
癡
靜
耳
。
或
者
指
為
靜
中
之
動
、
而
實
非
動
也
。
意
則
動
矣
。
故
予
謂
此
為
本
念
。
而
古
人
以

之
作
聖
、
良
以
念
無
動
靜
。
意
有
動
靜
、
意
之
發
則
情
也
）。

（
一
般
の
）
人
間
が
生
を
得
て
の
ち
聖
賢
と
な
れ
な
い
根
本
原
因
は
、
意
に
そ
の
端
緒
が
あ
ら
わ
れ
る
。
意
が
固
「
定
」
化
さ
れ
て
志
と

な
り
、
気
が
そ
れ
に
従
う
。（『
大
学
』
に
言
う
「
至
善
」
に
）「
止
ま
る
を
知
る
」
の
「
止
」
と
は
意
（
の
こ
と
）
で
あ
る
。
意
が
止
ま

れ
ば
志
は
固
定
化
さ
れ
て
も
、
気
は
乗
じ
て
こ
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
も
は
や
妄
動
す
る
「
慮
」
な
ど
あ
り
得
な
い
。
故
に
（『
大
学
』

に
言
う
ご
と
く
）「
静
」「
安
」
の
の
ち
心
体
が
「
得
」
ら
れ
る
ま
で
に
至
る
の
で
あ
る
。
聖
学
の
実
践
で
意
を
と
と
の
え
る
に
は
、
格
物

を
最
優
先
と
す
る
。
そ
れ
は
意
の
固
く
向
か
お
う
と
す
る
は
た
ら
き
を
断
ち
、
意
の
固
く
欲
す
る
は
た
ら
き
を
捨
て
る
こ
と
で
、
各
人
を

そ
の
「
分
」
の
内
部
に
留
め
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
か
く
し
て
意
は
（
そ
の
相
対
す
る
）
事
象
を
混
乱
さ
せ
ず
、
心
は
（
事
象
か
ら
そ
れ
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て
）
み
だ
り
に
臆
測
せ
ず
、「
一
」
な
る
状
態
が
実
現
さ
れ
る
、
と
い
っ
た
境
涯
が
願
え
る
の
で
あ
る
（
人
生
不
得
作
賢
聖
、
病
根
萌
櫱

于
意
、
意
定
為
志
、
而
氣
隨
之
。
知
止
之
止
、
意
也
。
意
止
志
乃
定
、
氣
不
能
乘
、
則
安
得
復
有
妄
動
之
慮
。
故
至
于
靜
安
而
心
體
得
矣
。

聖
功
理
意
、
最
先
格
物
。
是
截
其
意
所
必
至
、
裁
其
意
所
必
欲
、
俾
各
止
于
分
内
。
庶
幾
意
不
亂
物
、
心
不
妄
臆
、
而
一
可
得
也
）。

　

こ
こ
で
「
一
」
と
は
、「
も
し
事
象
の
あ
る
べ
き
状
態
か
ら
離
れ
て
一
を
求
め
て
も
、
一
は
見
出
せ
な
い
。
し
か
し
も
し
ど
ん
な
事
象
に
つ

い
て
も
一
を
語
る
こ
と
に
固
執
し
、
良
知
の
発
現
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
か
え
っ
て
一
に
縛
ら
れ
る
（
若
舎
事
物
之
當
而
求
一
、
則
無
一
矣
。
若

必
事
事
言
一
、
而
為
知
之
良
、
則
障
于
一
矣
）」
と
説
明
さ
れ
る
と
お
り
、
自
他
相
互
の
個
別
的
関
係
の
場
に
お
い
て
の
み
実
現
さ
れ
る
唯
一

に
し
て
渾
一
な
る
情
況
で
あ
る
。
逆
に
、
そ
の
唯
一
性
を
「
臆
」
断
す
る
な
か
で
生
ま
れ
る
言
動
は
渾
一
的
情
況
を
「
乱
」
す
、
つ
ま
り
分
節

す
る
原
因
と
し
て
し
か
立
ち
現
れ
な
い
。「
意
あ
ら
ば
即
ち
之
を
二
と
す
」
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
意
」
と
は
、「
一
」
で
あ
る
主
客
内
外
の

融
解
し
た
場
か
ら
析
出
さ
れ
つ
つ
も
、
ま
る
で
生
来
の
主
人
で
あ
る
か
の
ご
と
く
そ
の
場
を
仕
切
ろ
う
と
す
る
自
意
識
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ

の
自
意
識
が
み
ず
か
ら
に
執
着
し
て
頑
固
な
意
志
を
伴
う
「
自
己
」
と
な
り
、
妄
動
す
る
身
体
と
化
す
。
詹
景
鳳
は
、
一
般
の
人
間
に
お
け
る

堕
落
の
経
緯
を
か
く
分
析
す
る
一
方
で
、
そ
れ
が
始
ま
る
根
源
に
つ
い
て
考
察
を
深
め
、「
一
念
」
の
意
義
を
如
上
確
認
し
た
。

三
、
詹
景
鳳
の
学
問
と
陽
明
後
学

　

詹
景
鳳
が
聖
学
の
本
質
に
覚
醒
し
た
の
は
、「
本
願
」
の
記
載
に
拠
れ
ば
紫
陽
先
生
降
臨
の
そ
の
翌
晩
の
こ
と
で
あ
る
。
先
生
は
か
れ
に
或

る
啓
示
を
授
け
て
い
た
。
机
上
に
置
か
れ
た
「
四
書
注
」
を
手
に
執
っ
て
「
論
語
」
を
開
き
、
そ
の
公
冶
長
篇
後
半
の
六
章
を
「
誦
」
し
た
の

で
あ
る
。
目
覚
め
て
も
な
お
、か
れ
に
は
そ
の
謎
を
解
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
晩
、ま
た
夢
を
見
た
。
情
景
は
、か
れ
が
「
腹
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中
の
穢
土
乱
草
」
を
大
量
に
吐
き
出
し
た
場
面
に
始
ま
る
。
か
か
る
事
態
に
驚
き
つ
つ
も
、
か
れ
は
ス
ッ
キ
リ
し
た
「
隔
」
膜
に
「
刺
」
を
発

見
、
そ
れ
を
引
き
抜
く
と
衣
冠
を
つ
け
た
神
格
が
「
天
」
か
ら
降
り
て
そ
の
「
刺
」
だ
と
称
し
、
か
つ
か
れ
の
「
手
」
の
す
げ
替
え
を
申
し
出

た
。
瞬
く
間
に
両
腕
が
落
ち
、
か
わ
っ
て
現
れ
た
の
が
「
瑩
白
た
る
こ
と
玉
の
如
」
き
「
新
し
き
手
」。
真
理
の
掌
握
が
可
能
な
「
手
」
に
相

違
な
く
、
か
か
る
「
手
」
を
、
か
れ
は
自
己
内
在
の
神
格
の
導
き
で
獲
得
し
た
。
以
下
、
こ
の
「
手
」
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
学
問
を
概
観
し
、

そ
の
内
容
と
王
学
な
い
し
王
門
後
学
と
の
関
連
性
を
考
察
す
る
。

　

公
冶
長
篇
の
六
章
と
は
、「
伯
夷
・
叔
斉
は
旧
悪
を
念お

も

わ
ず
」
章
以
下
、
同
篇
末
尾
ま
で
の
六
章
で
あ
る
。
そ
の
最
終
章
に
は
「（
孔
）
丘
の

学
を
好
む
に
如し

か
ざ
る
な
り
」
と
の
一
文
が
含
ま
れ
る
。
詹
景
鳳
は
、
紫
陽
先
生
が
前
夜
呈
し
た
啓
示
を
、「
学
問
は
孔
子
の
境
地
に
到
達
し

て
極
ま
る
の
だ
が
、
そ
こ
に
至
る
の
も
一
念
に
始
ま
り
、
至
ら
な
い
の
も
一
念
に
始
ま
る
（
學
造
夫
孔
子
而
至
矣
。
然
至
始
一
念
、
不
至
亦
始

一
念
也
）」
と
読
み
解
い
た
。
そ
し
て
こ
の
「
一
念
」
に
学
問
の
成
否
が
か
か
る
と
の
認
識
を
起
点
に
、
以
下
の
よ
う
な
思
索
を
め
ぐ
ら
し
た
。

　

孔
子
に
は
「
過
念
」
が
な
く
、
そ
も
そ
も
「
心
」
は
「
念
」
に
よ
っ
て
「
始
」
ま
る
が
「
過
念
」
は
「
好
悪
」
が
そ
こ
に
附
着
す
る
こ
と
で

必
然
的
に
発
生
す
る
。
と
り
わ
け
、
一
般
に
は
肯
定
さ
れ
る
「
好
い
念
を
有
し
、
そ
の
行
為
が
正
し
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
事
象
が
す
で
に

行
き
去
っ
た
の
に
（
そ
の
好
い
）
念
が
ま
だ
な
お
存
し
て
い
た
な
ら
ば
、
君
子
は
や
は
り
「
美
」
に
始
ま
っ
て
「
悪
」
に
終
わ
る
と
捉
え
、（
そ

の
念
を
）
悪
念
と
見
る
（
雖
有
美
念
、
行
已
中
矣
、
事
既
徂
矣
、
念
猶
在
焉
。
君
子
猶
以
為
美
始
惡
終
、
而
惡
念
視
之
）」。「
お
も
う
に
過
が

有
る
の
も
無
い
の
も
、（
と
も
に
）
か
の
念
か
ら
生
ま
れ
る
。
人
に
お
い
て
念
と
は
、
も
ろ
も
ろ
の
情
動
の
根
源
だ
が
、
た
だ
有
無
の
境
界
に

属
し
て
お
り
、
そ
の
発
現
は
瞬
間
的
。
瞬
間
的
で
正
当
な
念
に
似
る
。
識
別
す
る
の
は
、
当
然
困
難
だ
（
蓋
過
與
無
過
、
出
之
夫
念
。
念
之
于

人
、
為
百
情
羣
動
之
根
、
顧
介
屬
有
無
之
際
、
其
見
渺
忽
、
渺
忽
而
似
是
、
審
之
宜
難
）」。
如
上
か
れ
は
、
一
時
的
な
成
功
体
験
に
固
執
し
が

ち
な
人
間
の
習
性
を
批
判
的
に
分
析
し
、
そ
の
原
因
を
探
る
べ
く
内
面
の
「
念
」
を
観
察
す
る
な
か
、
正
邪
の
判
別
も
難
し
い
そ
の
「
念
」
の
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実
態
に
切
り
込
ん
だ
と
み
な
せ
よ
う
。

　
「
美
念
」
す
ら
も
過
誤
と
す
る
か
れ
の
認
識
は
、『
性
理
小
辨
』
巻
十
九
「
心
下
」
に
も
、
王
守
仁
に
よ
る
「
金
屑
」
の
譬
喩
と
と
も
に
示
さ

れ
て
い
た
。
そ
の
念
を
「
有
無
の
際
に
属
」
す
と
捉
え
る
観
点
は
、
周
敦
頤
が
そ
の
『
通
書
』
聖
第
四
に
「
動
き
て
未
だ
形
わ
れ
ず
、
有
無
の

間
な
る
も
の
は
、
幾
な
り
」
と
述
べ
た
話
柄
に
遡
る
。
こ
の
話
柄
は
王
門
に
お
い
て
盛
ん
に
言
及
さ
れ
て
い
た
。
王
守
仁
の
場
合
、「
夫
れ
有

無
の
間
は
言
語
の
況た

と

う
べ
き
に
あ
ら
ず
」（
王
陽
明
全
集
巻
二
十
一
「
答
人
問
神
仙
」）
な
ど
と
、
議
論
の
対
象
化
に
は
慎
重
で
あ
っ
た
。
し
か

し
王
畿
は
積
極
的
に
、「
有
無
の
間
は
、
人
の
心
の
ま
こ
と
の
体
用
が
、
今
こ
こ
に
具
足
し
て
お
り
、
時
間
的
先
後
関
係
な
ど
な
い
（
有
無
之
間
、

是
人
心
真
體
用
、
當
下
具
足
、
更
無
先
後
）」
云
々
と
の
言
葉
に
よ
り
（
陽
明
後
学
文
献
叢
書
王
畿
集
附
録
二
、
七
〇
五
頁
）、
そ
れ
を
良
知
の

渾
然
性
が
開
示
さ
れ
る
場
と
捉
え
た
。
し
か
し
そ
の
結
果
、
か
れ
は
聶
豹
か
ら
「
筏
を
捨
て
て
岸
を
求
め
る
」
者
と
の
非
難
を
受
け
た
（
同
巻

六
「
致
知
議
辯
」、
一
三
六
頁
）。
な
お
羅
洪
先
は
、
周
敦
頤
の
こ
の
言
葉
を
「
動
に
し
て
無
動
の
云
い
」
と
解
釈
し
、「
後
人
、
念
頭
の
初
動

を
以
て
之
に
当
つ
る
は
、
遠
き
な
り
」
と
見
た
（
陽
明
後
学
文
献
叢
書
羅
洪
先
集
巻
八
「
与
詹
毅
齊
」、
三
四
一
頁
）。
正
解
か
ら
は
遠
く
離
れ

て
い
る
と
見
る
の
だ
が
、
詹
景
鳳
の
場
合
、
そ
う
し
た
「
後
人
」
と
同
様
の
認
識
を
出
発
点
に
、
そ
の
思
考
を
深
化
さ
せ
た
と
も
言
え
る
。

　

さ
て
、「
過
念
」
か
ら
の
回
避
は
い
か
に
す
れ
ば
可
能
で
あ
る
の
か
。
公
冶
長
篇
の
六
章
の
、
そ
の
第
五
番
目
に
あ
る
「
吾
れ
未
だ
能
く
其

の
過
ち
を
見
て
内
に
自
ら
訟せ

む
る
者
を
見
ざ
る
な
り
」
と
の
一
文
を
め
ぐ
り
、
詹
景
鳳
は
考
察
を
重
ね
る
。「
そ
も
そ
も
自
ら
訟
む
る
と
は
、

内
面
に
向
か
っ
て
究
極
の
心
に
到
達
し
、
自
己
の
克よ

い
念
に
立
ち
戻
る
こ
と
（
夫
自
訟
者
、
内
造
之
至
心
、
反
己
之
克
念
）」。「
克
念
」
は
『
書

経
』
多
方
の
「
惟
れ
聖
は
念お

も

う
罔な

け
れ
ば
狂
と
作な

り
、
惟
れ
狂
は
克
く
念
え
ば
聖
と
作
る
」
に
拠
る
。
だ
が
ど
れ
ほ
ど
自
己
の
内
面
を
掘
り
下

げ
よ
う
と
も
、
向
か
う
先
の
「
至
心
」
が
本
当
に
そ
う
で
あ
る
の
か
否
か
を
判
別
す
る
意
識
そ
れ
自
体
の
正
当
性
は
、
ど
こ
に
も
保
証
さ
れ
な

い
。
か
く
し
て
か
れ
は
、こ
う
言
葉
を
継
ぐ
。「
た
だ
こ
の
（
克
い
）
心
念
を
持
つ
こ
と
だ
け
に
賛
同
す
る
の
で
は
な
く
、そ
の
事
態
を
「
無
求
」
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の
境
涯
で
現
実
化
す
る
こ
と
を
語
る
の
で
あ
る
（
非
與
其
徒
有
此
心
念
、
謂
實
有
此
事
于
無
求
也
）」。
無
限
後
退
の
隘
路
か
ら
抜
け
出
そ
う
と

す
る
意
欲
の
も
と
、
か
れ
は
そ
の
方
途
を
、「
無
求
」
の
地
平
へ
の
飛
躍
に
見
出
し
た
。

　

こ
う
し
た
判
断
を
裏
付
け
る
理
路
に
つ
い
て
、
か
れ
は
「
心
体
の
真
は
求
め
る
こ
と
無
き
も
の
な
り
」
と
述
べ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
簡
潔

な
文
言
に
は
、
お
そ
ら
く
以
下
の
よ
う
な
認
識
が
内
包
さ
れ
る
。
心
の
本
体
は
、
そ
れ
を
事
前
に
対
象
化
し
て
求
め
る
限
り
決
し
て
得
ら
れ
る

も
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
本
体
と
は
或
る
特
定
の
境
涯
で
は
な
い
。
さ
れ
ば
逆
に
、何
物
か
を
求
め
る
意
識
か
ら
の
徹
底
し
た
離
脱
だ
け
が
、「
心

体
」
の
顕
現
を
可
能
に
す
る
。「
か
く
し
て
は
じ
め
て
、（
自
己
の
）
念
に
つ
い
て
は
（
そ
れ
を
）
求
め
る
方
向
に
進
ま
な
く
と
も
、
自
身
は
た

し
か
に
内
省
を
深
化
さ
せ
、（
念
の
）
過
誤
に
つ
い
て
は
（
そ
れ
を
）
見
出
す
こ
と
に
依
存
し
な
く
と
も
、
内
面
で
は
お
の
ず
か
ら
恒
常
的
に

自
責
す
る
。（
孔
子
の
ご
と
く
）
学
問
を
好
む
者
で
な
け
れ
ば
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に
で
き
よ
う
か
（
玆
乃
念
罔
之
于
求
而
己
固
深
于
反
、
過

罔
徯
于
見
而
内
自
恒
于
訟
、
非
好
學
而
能
若
此
哉
）」。「
好
悪
」
と
い
う
相
対
的
境
涯
か
ら
超
出
し
よ
う
と
す
る
「
無
求
」
の
姿
勢
が
、
こ
こ

で
は
内
省
と
自
責
の
進
展
を
伴
わ
せ
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
認
識
に
は
、
か
れ
の
学
問
に
と
っ
て
重
い
意
味

が
含
ま
れ
て
い
る
と
見
な
せ
る
の
で
あ
り
、
以
下
こ
の
点
を
追
究
す
る
。

聖
人
の
念
と
い
う
も
の
は
、
念
（
の
発
不
発
）
を
意
識
し
な
い
状
態
を
念
と
す
る
の
で
あ
る
。
念
（
の
発
不
発
）
を
意
識
し
な
い
状
態
を

念
と
す
る
こ
と
で
、
そ
の
（
絶
対
的
な
）
念
が
変
化
し
て
心
の
本
体
と
な
る
か
ら
で
あ
る
（
聖
人
之
念
也
、
無
念
之
為
念
也
。
以
無
念
之

為
念
而
其
念
也
化
而
為
心
之
體
也
）。

　

聖
人
の
場
合
、
そ
の
絶
対
的
な
「
念
」
は
、
発
現
さ
れ
た
そ
の
場
に
お
い
て
「
心
之
体
」
に
「
化
」
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
の

変
「
化
」
は
、
時
間
的
な
前
後
関
係
の
な
か
で
生
じ
る
も
の
で
は
、
お
そ
ら
く
な
い
。
個
別
的
な
「
念
」
が
そ
の
都
度
全
体
的
な
「
心
之
体
」

に
回
収
さ
れ
る
様
相
を
、
論
理
的
に
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
詹
景
鳳
は
、
聖
人
に
よ
る
「
無
念
の
念
」
の
内
部
構
造
を
か
く



−61−

捉
え
る
な
か
、『
中
庸
』
第
十
三
章
の
「
君
子
の
道
は
四
、（
孔
）
丘
、
未
だ
一
を
も
能
く
せ
ず
。
…
…
君
子
、
胡な

ん

ぞ
慥
慥
た
ら
ざ
ら
ん
」
と
の

一
段
に
着
目
し
た
。「
慥
」
の
文
字
は
「
心
に
従
い
造
に
従
う
」。
し
か
も
『
中
庸
』
に
は
、
そ
の
文
字
が
重
ね
て
記
さ
れ
る
。
つ
ま
り
聖
人
孔

子
で
す
ら
、毎
日
、自
責
を
伴
わ
せ
つ
つ
内
省
を
重
ね
て
い
た
。
だ
が
同
時
に
聖
人
は
、そ
の
「
心
之
体
」
の
具
現
者
で
も
あ
る
。『
性
理
小
辨
』

巻
二
「
通
書
説
零
」
に
述
べ
ら
れ
た
「
学
人
」
と
「
聖
人
」
の
異
な
る
「
養
」
い
方
を
想
起
し
た
い
。
た
と
え
ば
『
詩
経
』
商
頌
長
発
に
は
、「
湯

（
王
）
の
降
る
こ
と
遅
か
ら
ず
、
聖
敬
、
日
に
躋の

ぼ

る
」
と
あ
る
。
経
書
の
こ
う
し
た
描
写
を
、
詹
景
鳳
は
、
聖
人
が
「
無
動
無
静
」
な
る
何
物

に
も
依
存
し
な
い
境
涯
に
お
い
て
み
ず
か
ら
を
「
養
」
う
も
の
と
見
た
。
こ
こ
で
「
無
動
無
静
」
と
は
、
か
れ
の
言
う
「
無
念
」
の
言
い
換
え

で
あ
る
。
つ
ま
り
か
れ
は
、「
日
に
躋
る
」
と
い
っ
た
文
言
を
、
特
定
の
理
想
状
態
に
向
か
う
上
昇
型
の
実
践
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、「
心
之

体
」
そ
れ
自
体
の
不
断
の
自
己
更
新
と
解
釈
し
た
。
そ
の
全
過
程
を
通
じ
て
「
心
之
体
」
の
絶
対
性
そ
れ
自
体
は
不
変
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
の

「
心
之
体
」
は
、そ
の
都
度
の
「
念
」
の
「
化
」
し
た
も
の
と
し
て
、個
別
の
自
己
更
新
を
可
能
に
す
る
根
拠
と
も
な
る
。
つ
ま
り
詹
景
鳳
は
、「
無

念
の
念
」
と
い
う
思
考
の
な
か
に
、
そ
の
正
当
性
を
保
証
す
る
根
拠
を
も
織
り
込
ん
で
い
た
。

　
「
本
願
」
が
記
す
詹
景
鳳
の
学
問
は
、
あ
ら
ま
し
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
。
過
去
の
「
好
念
」
す
ら
も
「
今
」
の
時
点
で
は
「
心
之
体
」
を

蔽
う
「
妄
念
」
に
な
る
、
と
か
れ
が
見
る
そ
の
背
景
に
は
、
前
例
か
ら
の
徹
底
し
た
脱
却
が
求
め
ら
れ
る
ほ
ど
、
劇
的
に
変
動
し
つ
つ
あ
る
明

末
の
現
実
社
会
が
想
定
さ
れ
る
。
少
な
く
と
も
か
れ
は
、
み
ず
か
ら
が
生
き
る
現
実
を
そ
の
よ
う
に
捉
え
た
。
そ
う
現
実
を
捉
え
る
な
か
、
そ

の
ま
な
ざ
し
を
、
人
間
存
在
お
よ
び
人
間
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
人
倫
社
会
に
向
か
わ
せ
た
。
そ
し
て
そ
の
人
間
が
人
間
と
し
て
生
き
る
基
盤
に

情
欲
を
置
き
、
情
欲
の
発
生
経
路
を
意
か
ら
「
有
無
の
間
」
の
念
へ
と
溯
り
、
か
つ
そ
の
念
の
逸
脱
の
原
因
を
仏
教
教
学
に
言
う
前
世
に
ま
で

求
め
た
。
無
極
概
念
を
不
要
と
す
る
太
極
解
釈
は
、
そ
う
し
た
人
間
理
解
を
支
え
る
世
界
認
識
と
な
っ
た
。
ま
た
「
念
」
の
発
現
方
法
を
追
究

し
、
内
省
と
自
責
を
随
伴
す
る
不
断
の
「
無
求
」
と
い
う
方
法
に
も
た
ど
り
つ
い
た
。
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詹
景
鳳
に
と
っ
て
、『
性
理
小
辨
』
巻
六
十
三
所
掲
「
十
二
子
」
の
学
問
と
は
、
自
身
が
継
承
す
べ
き
聖
学
の
模
範
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
十

二
子
」
を
締
め
括
る
「
王
伯
安
」
の
項
に
注
目
し
た
い
。
そ
こ
に
詹
景
鳳
は
三
條
の
文
章
を
載
せ
た
。
そ
の
第
一
條
は
、「
自
反
は
即
ち
良
知

な
り
」
と
の
表
明
で
あ
り（

（1
（

、
第
二
條
は
、「
心
之
体
」
に
対
す
る
「
無
善
無
悪
」
と
の
規
定
の
内
容
を
、「
致
良
知
」
と
い
う
学
問
に
整
合
さ
せ

る
提
案
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
か
れ
に
は
「
無
善
無
悪
」
を
「
無
好
無
悪
」
と
改
め
る
考
え
が
あ
り
、
そ
れ
は
『
性
理
小
辨
』
巻
十
八
「
心
上
」

を
解
説
す
る
際
に
示
し
て
お
い
た
。
そ
れ
と
は
別
に
第
二
條
で
は
、
周
の
文
王
の
「
歆
羨
」
も
「
畔
援
」
も
な
い
在
り
方
が
「
無
善
無
悪
」
と

さ
れ
る
。『
詩
経
』
大
雅
皇
矣
を
典
拠
と
す
る
様
態
で
あ
り
、
朱
熹
集
伝
に
拠
れ
ば
、「
畔
は
離
畔
な
り
、
援
は
攀
援
な
り
。
此
を
舎す

て
て
彼
を

取
る
を
言
う
な
り
。
歆
は
欲
の
動
な
り
、
羨
は
愛
慕
な
り
。
情
を
肆

ほ
し
い

ま
ま
に
し
て
以
て
物
に
徇

し
た
が

う
を
言
う
な
り
」。「
無
善
無
悪
」
と
の
表
現

に
合
わ
せ
れ
ば
、
相
対
性
を
は
ら
む
取
捨
選
択
と
い
う
「
善
」
を
超
え
、
事
物
へ
の
耽
溺
を
い
ざ
な
う
情
欲
と
い
う
「
悪
」
に
惑
わ
さ
れ
な
い

の
が
、「
心
之
体
」
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
詹
景
鳳
は
、
さ
れ
ば
こ
そ
「
良
知
」
は
、
そ
れ
が
関
わ
る
物
事
に
つ
い
て
「
善
悪
を
明
晰

に
区
別
し
て
混
乱
す
る
こ
と
が
な
い
（
皎
然
善
惡
不
溷
）」
と
捉
え
た
。「
良
知
」
の
「
良
」
と
は
「
善
」
の
意
味
だ
、と
か
れ
が
言
う
そ
の
「
善
」

と
は
、
こ
れ
も
「
心
上
」
の
紹
介
で
触
れ
た
と
お
り
絶
対
的
な
「
善
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

第
二
條
を
受
け
る
第
三
條
は
、
王
畿
と
耿
定
向
に
よ
る
議
論
を
王
畿
側
の
視
点
で
ま
と
め
た
「
東
游
問
答
」
の
一
段
で
あ
る
（
王
畿
集
附
録

二
、
七
二
一
頁
）。
こ
の
一
段
に
お
い
て
詹
景
鳳
は
、
王
畿
が
「
無
善
無
悪
」
説
の
是
非
を
議
論
す
る
な
か
、「
た
だ
わ
れ
わ
れ
の
場
合
、
凡
俗

の
心
を
脱
し
切
っ
て
い
な
い
以
上
、
段
階
的
に
進
む
実
践
を
つ
ね
に
お
こ
な
う
の
も
間
違
い
で
は
な
い
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
凡
俗
を
超
え
て
聖

人
の
境
地
に
入
る
に
は
不
十
分
な
わ
け
で
、
そ
れ
が
い
わ
ゆ
る
上
乗
の
聖
人
も
中
下
根
の
修
行
を
兼
ね
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
只
縁
吾
人
凡

心
未
了
、
不
妨
時
時
用
漸
修
工
夫
、
不
如
此
不
足
以
超
凡
入
聖
、
所
謂
上
乘
兼
修
中
下
也
）」
と
述
べ
る
点
に
着
目
し
た
。「
上
乗
」
云
々
の
く

だ
り
は
、「
聖
人
」
も
ま
た
「
学
人
」
と
同
じ
く
み
ず
か
ら
を
「
養
」
お
う
と
す
る
と
の
か
れ
の
主
張
に
重
な
る
。
第
三
條
は
、
王
畿
が
王
守
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仁
の
学
問
を
如
上
理
解
し
た
こ
と
を
示
す
と
同
時
に
、
詹
景
鳳
に
よ
る
王
畿
思
想
受
容
の
か
た
ち
を
も
物
語
る
。
以
下
、
そ
の
受
容
の
か
た
ち

が
帯
び
る
傾
向
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

小
路
口
聡
氏
に
拠
れ
ば
、
王
畿
の
「
一
念
」
の
思
想
は
良
知
心
学
の
「
精
髄
」
で
あ
り
、
ま
た
「
一
念
自
反
」
の
思
想
に
お
い
て
良
知
心
学

は
そ
の
「
真
面
目
を
呈
す
る
」
に
い
た
る（

（1
（

。
文
字
表
現
の
点
か
ら
見
れ
ば
、
詹
景
鳳
の
学
問
は
、
王
畿
の
思
想
を
そ
の
核
心
に
お
い
て
受
容
し

た
と
も
言
え
よ
う
。
小
路
口
氏
は
「
一
念
」
関
連
の
文
章
を
豊
富
に
、
し
か
も
緻
密
な
訳
文
と
と
も
に
挙
げ
る
の
だ
が
、
詹
景
鳳
の
学
問
と
の

関
係
を
考
察
す
る
う
え
で
は
、
氏
が
触
れ
て
い
な
い
「
念
堂
説
」（
王
畿
集
巻
十
一
、
五
〇
一
頁
）
と
題
す
る
一
文
が
有
益
で
あ
る
。
福
建
莆

田
の
林
君
が
「
千
年
以
来
受
け
継
が
れ
た
聖
人
に
な
る
た
め
の
機
微
は
、
一
念
に
存
す
る
（
千
古
入
聖
之
機
、
存
乎
一
念
）」
と
捉
え
、「
念
堂
」

を
そ
の
自
号
と
し
た
。
林
君
の
こ
の
認
識
は
そ
も
そ
も
王
畿
の
そ
れ
で
あ
り
、
そ
こ
で
か
れ
は
林
君
の
懇
願
に
応
じ
て
文
章
を
贈
っ
た
。
そ
こ

に
は
以
下
の
よ
う
な
一
段
が
含
ま
れ
て
い
る
。

人
に
は
た
だ
ひ
と
つ
の
心
が
あ
る
だ
け
で
あ
り
、
心
に
は
た
だ
一
念
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
念
と
は
心
が
具
体
化
さ
れ
た
状
態
で
あ
る
。

念
に
は
二
種
類
あ
る
。
今
（
こ
の
場
）
の
心
を
念
と
見
た
場
合
、
そ
れ
は
現
在
の
心
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
正
念
で
あ
る
。
ふ
た
つ
に
分
か

れ
た
心
を
念
と
見
た
場
合
、
そ
れ
は
（
過
去
に
執
着
し
て
見
送
っ
た
り
、
将
来
を
期
待
し
て
迎
え
た
り
す
る
）
将
迎
す
る
心
で
あ
り
、
い

わ
ゆ
る
邪
念
で
あ
る
。
正
と
邪
と
は
、
本
体
の
明
晰
さ
が
つ
ね
に
見
分
け
る
。
い
わ
ゆ
る
良
知
で
あ
る
。
念
の
感
じ
る
対
象
を
物
と
呼
ぶ
。

（
故
に
）
物
は
「
外
」
部
に
は
な
い
。（
さ
れ
ば
）
心
が
見
在
の
心
で
あ
れ
ば
、
念
は
見
在
の
念
で
あ
り
、
知
は
見
在
の
知
で
あ
っ
て
、
物

も
見
在
の
物
と
な
る
。
致
知
格
物
と
は
、
克よ

く
念
う
実
践
で
あ
る
。
見
在
（
に
立
脚
す
る
）
な
ら
ば
将
迎
す
る
こ
と
も
な
く
、
か
く
し
て

一
と
な
る
（
人
惟
一
心
、
心
惟
一
念
。
念
者
心
之
用
也
。
念
有
二
義
。
今
心
為
念
、
是
為
見
在
心
、
所
謂
正
念
也
。
二
心
為
念
、
是
為
將

迎
心
、
所
謂
邪
念
也
。
正
與
邪
、
本
體
之
明
、
未
嘗
不
知
、
所
謂
良
知
也
。
念
之
所
感
、
謂
之
物
、
物
非
外
也
。
心
為
見
在
之
心
、
則
念
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為
見
在
之
念
、
知
為
見
在
之
知
、
而
物
為
見
在
之
物
。
致
知
格
物
者
、
克
念
之
功
也
。
見
在
則
無
將
迎
而
一
矣
）。

　

文
中
「
将
迎
」
と
は
『
荘
子
』
知
北
游
篇
に
由
来
し
、
程
顥
が
そ
の
「
定
性
論
」
に
使
っ
た
言
葉
で
あ
る
。
王
畿
は
こ
の
「
念
堂
説
」
の
後

半
で
、「
程
伯
子
、
孟
氏
の
伝
を
得
。
其
の
「
内
外
な
く
、
将
迎
な
し
」
と
曰
う
は
、
念
の
一
な
り
」
と
も
述
べ
る
。「
将
迎
心
」
に
対
す
る
「
見

在
心
」
と
は
、
今
こ
の
場
に
お
い
て
客
体
と
相
対
す
る
主
体
の
「
心
」、
た
だ
し
主
体
の
内
面
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
主

体
が
、
客
体
と
の
関
係
の
な
か
で
創
り
出
し
た
そ
の
場
の
全
体
を
意
味
す
る
。
荒
木
見
悟
氏
の
言
う
「
包
容
体
」
で
あ
り（

（1
（

、
だ
か
ら
こ
そ
「
念
」

の
対
象
と
し
て
の
「
物
」
も
「
外
」
に
は
な
い
、
と
さ
れ
る
。
そ
の
「
包
容
体
」
に
亀
裂
を
入
れ
る
原
因
が
「
将
迎
心
」
で
あ
る
。
客
体
と
の

向
き
合
い
方
に
お
い
て
主
体
に
緩
み
が
生
じ
る
と
と
も
に
、
自
己
の
本
心
と
は
ま
た
異
な
る
擬
似
的
主
体
が
析
出
さ
れ
、
そ
の
結
果
「
二
心
」

状
態
と
な
っ
た
主
体
が
場
の
生
成
を
主
導
し
た
事
態
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
そ
う
し
た
緩
み
を
、「
本
体
の
明
」
と
し
て
の
自

己
の
良
知
は
お
の
ず
か
ら
感
知
す
る
、
と
王
畿
は
考
え
た
。
良
知
は
、
念
の
正
邪
を
問
わ
ず
、
い
か
な
る
場
面
に
お
い
て
も
そ
の
機
能
を
発
揮

し
て
い
る
の
で
あ
り
、
か
く
し
て
実
践
は
、
論
理
上
「
格
物
」
と
「
致
知
」
と
に
は
区
別
さ
れ
る
も
の
の
、
し
か
し
実
態
と
し
て
は
、
主
客
の

相
対
す
る
当
の
場
面
で
の
「
克
い
念
」
の
顕
現
に
集
約
さ
れ
る
。

　

そ
の
構
造
を
比
較
す
る
な
ら
ば
、「
念
堂
説
」
の
所
説
と
詹
景
鳳
の
「
無
念
の
念
」
説
と
は
、
基
本
的
に
同
一
と
捉
え
て
大
過
な
い
。
し
か

し
詹
景
鳳
の
場
合
、
良
知
の
機
能
に
関
す
る
掘
り
下
げ
た
思
考
は
、
王
畿
と
は
大
い
に
異
な
っ
て
ほ
と
ん
ど
無
い
。
そ
の
機
能
の
正
当
性
は
も

は
や
自
明
で
あ
る
か
の
ご
と
く
「
自
反
」
す
る
実
践
の
な
か
に
吸
収
さ
れ
た
と
見
な
せ
よ
う
。
ま
た
王
畿
や
そ
の
他
の
王
門
後
学
が
主
客
内
外

の
渾
一
的
な
包
摂
を
志
向
し
て
い
た
の
に
対
し
、
か
れ
は
、
こ
と
「
一
念
」
を
語
る
際
、
そ
の
視
線
を
自
己
の
内
面
に
向
け
る
傾
向
が
強
か
っ

た
。
そ
の
一
方
で
、『
性
理
小
辨
』
全
体
を
貫
く
博
識
肯
定
の
色
調
か
ら
も
わ
か
る
と
お
り（

（1
（

、
多
様
な
知
識
を
渉
猟
す
る
そ
の
貪
欲
さ
は
、
王

畿
の
そ
れ
を
遙
か
に
上
回
っ
て
い
る
。
か
れ
の
学
問
に
は
内
外
の
断
裂
を
惹
起
す
る
因
子
が
存
し
て
い
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
か
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れ
は
、
こ
の
書
物
に
掲
載
さ
れ
る
記
事
を
「
今
」
に
役
立
た
せ
よ
う
と
し
、
ま
た
「
新
説
」
の
提
示
を
み
ず
か
ら
に
心
が
け
た
。
つ
ま
り
か
れ

は
、「
今
用
」
や
「
新
説
」
へ
の
こ
だ
わ
り
を
抱
き
続
け
る
限
り
に
お
い
て
、
主
客
内
外
を
包
む
「
当
下
」
の
場
に
お
け
る
「
一
念
」
を
、
外

界
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
発
現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
先
哲
が
遺
し
た
知
識
は
博
大
で
あ
る
。
そ
う
し
た
知
識
の
大
海
に
溺
れ
ぬ
よ
う
、
か
れ
は
や
は
り
、
警
戒
の
意
識
を
そ
の
内
面
に

向
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
だ
が
そ
う
し
た
姿
勢
は
良
知
心
学
が
も
つ
渾
一
的
な
熱
量
を
減
衰
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
い
わ
ゆ
る
「
聞
見

の
知
」
を
「
徳
性
の
知
」
と
錯
覚
す
る
事
態
を
惹
起
さ
せ
か
ね
な
い
態
度
で
も
あ
る
。
詹
景
鳳
は
、『
性
理
小
辨
』
巻
三
「
発
蹤
至
論
」
に
「
自

心
の
知
と
知
識
の
知
は
相
去
る
こ
と
遠
し
」
と
述
べ
、
王
畿
の
「
致
知
議
略
」
か
ら
、
致
良
知
の
実
践
に
お
い
て
こ
の
二
種
類
の
「
知
」
の
弁

別
が
肝
要
で
あ
る
こ
と
に
言
及
す
る
一
段
を
引
く
。「
自
心
の
知
」
が
「
知
識
の
知
」
へ
と
す
り
替
わ
る
危
険
性
に
、
か
れ
が
普
段
か
ら
直
面

し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

　

書
物
と
し
て
一
般
に
流
通
す
る
知
識
の
量
と
人
び
と
が
求
め
る
そ
の
分
量
と
は
相
互
的
な
因
果
関
係
に
あ
り
、
し
か
も
そ
の
進
行
は
過
熱
す

る
傾
向
を
帯
び
る
。
そ
の
温
度
が
嘉
靖
期
に
較
べ
て
飛
躍
的
に
上
昇
し
た
万
暦
期
、
王
学
に
親
和
的
な
学
者
た
ち
は
、
み
ず
か
ら
を
取
り
巻
く

そ
う
し
た
知
識
と
「
徳
性
の
知
」
と
を
ど
う
折
り
合
わ
せ
る
か
と
い
う
点
で
、
王
学
の
直
接
的
後
継
者
と
は
ま
た
異
な
る
難
問
に
立
ち
向
か
っ

て
い
た
。

結　

語

　

崇
禎
五
年
（
一
六
三
二
）、『
性
理
小
辨
』
は
『
明
辨
類
函
』
と
そ
の
名
称
を
変
え
て
重
刊
さ
れ
た
。
上
梓
の
際
に
封
面
が
追
加
さ
れ
、
そ
こ
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に
は
「
鍾
伯
敬
先
生
」
お
よ
び
「
校
明
辨
類
函
」
の
二
行
が
、「
双
桂
軒
蔵
板
」
と
の
文
字
を
は
さ
ん
で
大
書
さ
れ
た
。「
伯
敬
」
と
は
湖
広
竟

陵
の
人
で
あ
る
鍾
惺
の
字
で
あ
り
、
か
れ
の
没
年
は
天
啓
五
年
（
一
六
二
五
）。
民
間
の
書
肆
が
、
自
刻
出
版
物
の
附
加
価
値
を
高
め
る
べ
く

名
士
の
関
与
を
捏
造
し
た
典
型
的
一
例
で
あ
る
。「
双
桂
軒
」
は
序
文
に
も
手
を
加
え
た
。
巻
頭
に
は
、
原
著
所
載
の
王
元
貞
序
に
代
わ
り
、

同
年
十
月
執
筆
と
の
奥
付
を
も
つ
張
溥
序
が
置
か
れ
た
。
詹
景
鳳
「
自
序
」
も
削
除
さ
れ
た
の
だ
が
、
た
だ
し
「
論
例
」
や
「
目
録
」
に
あ
っ

た
「
新
安
詹
景
鳳
著
」
と
の
文
字
は
残
っ
た
。
張
序
の
文
章
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
王
序
の
引
き
写
し
で
あ
る
も
の
の
、
王
序
に
言
う
「
余
、

始
め
（
詹
）
銓
部
の
小
辨
を
聞
き
」
云
々
と
の
二
十
三
字
に
つ
い
て
は
、「
余
の
是
の
編
を
輯
む
る
や
」
に
改
め
ら
れ
た
。『
明
辨
類
函
』
を
手

に
し
た
者
は
、
張
序
ま
で
を
読
む
か
ぎ
り
、
書
物
の
撰
者
が
復
社
を
率
い
る
江
蘇
太
倉
の
張
溥
で
あ
り
、
そ
し
て
文
壇
の
一
派
で
あ
る
竟
陵
派

の
盟
主
鍾
惺
が
校
訂
を
引
き
受
け
た
作
品
で
あ
る
、
と
捉
え
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。『
性
理
小
辨
』
の
思
想
史
的
位
置
を
確
認
す
る
作
業
は
、

か
か
る
重
刊
本
が
出
現
し
た
意
味
の
考
察
と
と
も
に
お
こ
な
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　

詹
淮
の
編
纂
と
さ
れ
る
『
性
理
標
題
綜
要
』
二
十
二
巻
の
「
性
理
綜
要
凡
例
」
第
一
條
に
、「
性
理
に
、
詹
柏
山
（
淮
）・
諸
理
齋
（
大
綬
）・

黄
葵
陽
（
洪
憲
）・
李
九
我
（
廷
機
）・
董
思
白
（
其
昌
）
の
諸
刻
あ
り
。
皆
な
（
原
著
を
）
刪
汰
す
る
こ
と
十
の
六
七
に
し
て
」
云
々
と
の
一

文
が
あ
る
。
こ
の
書
物
に
は
崇
禎
五
年
二
月
執
筆
の
陳
仁
錫
序
が
載
る
。
そ
し
て
同
書
に
対
す
る
『
四
庫
提
要
』（
巻
九
十
六
子
部
儒
家
類
存

目
二
）
は
、「
凡
例
」
に
言
う
「
柏
山
」
は
詹
淮
の
自
号
で
あ
る
か
ら
同
書
の
凡
例
は
詹
淮
の
作
で
は
な
く
、
陳
仁
錫
が
詹
淮
の
「
原
本
」
に

拠
っ
て
「
稍
さ
か
之
を
増
輯
」
し
た
も
の
だ
ろ
う
、
と
推
定
す
る
。
こ
の
一
例
か
ら
で
も
分
か
る
と
お
り
、
大
全
節
略
本
出
版
の
趨
勢
は
、
万

暦
年
間
を
過
ぎ
て
も
衰
え
て
は
い
な
か
っ
た（

（1
（

。

　

そ
う
し
た
趨
勢
と
絡
み
合
い
な
が
ら
、『
性
理
大
全
書
』
も
し
く
は
三
大
全
に
対
す
る
改
訂
の
動
き
は
進
行
し
た
。
そ
の
好
例
が
、姚
舜
牧
（
浙

江
烏
程
人
）
の
撰
述
に
か
か
る
『
性
理
指
帰
』
二
十
八
巻
で
あ
る
。
か
れ
は
万
暦
元
年
の
挙
人
で
あ
り
、
そ
の
後
二
十
年
間
、
会
試
に
落
ち
続
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け
、
結
局
、
広
東
新
興
県
知
県
の
職
を
授
か
っ
た
人
物
で
あ
る
（
姚
舜
牧
『
来
恩
堂
草
』
巻
十
六
「
自
叙
歴
年
」）。
か
れ
に
は
万
暦
十
九
年
の

自
序
を
附
す
『
四
書
疑
問
』
も
あ
り
、
こ
の
書
物
は
同
四
十
五
年
四
月
に
重
刊
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
重
刊
序
に
、
か
れ
は
「（
四
書
疑
問
に
）

嗣
い
で
五
経
疑
問
を
著
す
」
と
記
し
て
い
る
。
万
暦
三
十
八
年
（
一
六
一
〇
）
七
月
執
筆
の
自
叙
を
附
す
『
性
理
指
帰
』
は
、
そ
の
第
一
巻
か

ら
第
三
巻
ま
で
に
原
著
「
道
統
」・「
諸
子
」・「
諸
儒
」
の
各
條
を
節
録
し
て
収
め
る
。
そ
し
て
第
四
巻
に
よ
う
や
く
「
太
極
図
」
を
掲
載
し
、

さ
ら
に
「
明
道
の
定
性
一
書
」
と
伊
川
の
「
顔
子
好
学
を
論
ず
る
の
一
篇
」
と
を
尊
重
し
て
通
書
と
西
銘
の
間
に
入
れ
（
巻
六
按
語
）、
他
方
、

正
蒙
は
「
易
簡
に
し
て
知
り
難
か
ら
ざ
る
も
の
」
だ
け
を
採
録
す
る
（
巻
七
按
語
）。
ま
た
右
の
「
自
叙
」
に
、
原
著
「
兼
収
」
の
「
象
数
」

は
そ
の
言
葉
が
「
玄
秘
」
に
わ
た
り
「
読
者
は
猝に

わ

か
に
は
能
く
解
さ
ず
」
と
述
べ
る
と
お
り
、
こ
の
書
物
で
は
易
学
啓
蒙
の
大
半
が
削
ら
れ
、

洪
範
皇
極
内
篇
に
い
た
っ
て
は
一
字
も
収
録
さ
れ
な
い
。

　

い
わ
ゆ
る
「
九
書
」
へ
の
こ
う
し
た
差
の
あ
る
扱
い
に
つ
い
て
、
姚
舜
牧
は
「
自
叙
」
に
「
独
り
其
の
精
蘊
な
る
も
の
を
掲
ぐ
」
と
釈
明
す

る
。
た
だ
し
こ
の
行
為
は
、
そ
も
そ
も
万
暦
期
の
科
挙
受
験
者
の
需
要
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
受
験
生
は
、
応
挙
に
必
要
な
知

識
を
習
得
す
る
う
え
で
、
そ
の
効
率
の
良
さ
を
求
め
た
。
さ
れ
ば
こ
そ
挙
業
書
の
編
者
た
ち
は
、
試
験
に
出
題
さ
れ
る
可
能
性
の
高
い
内
容
を

優
先
的
に
提
供
し
た
。『
性
理
小
辨
』
が
程
顥
の
「
二
論
」
を
絶
讃
す
る
一
方
で
、
家
礼
以
下
、
易
学
啓
蒙
や
洪
範
皇
極
内
篇
に
対
し
て
は
簡

略
な
解
説
に
止
め
た
事
情
も
同
様
で
あ
る
。
姚
舜
牧
に
し
て
も
ま
た
詹
景
鳳
に
し
て
も
、
江
湖
に
提
供
す
る
知
識
の
枠
組
み
に
関
し
て
は
同
時

代
の
挙
業
の
趨
勢
に
迎
合
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
の
点
で
は
節
略
本
の
編
集
者
の
感
覚
と
大
差
な
い
の
だ
が
、
し
か
し
両
名
は
、
そ
の
枠

組
み
の
な
か
に
お
い
て
、
自
身
の
学
問
観
を
、
先
人
の
文
言
の
選
択
や
そ
の
解
説
と
し
て
披
瀝
し
た
。
大
全
改
訂
の
必
要
性
や
方
向
性
に
つ
い

て
明
確
に
自
覚
し
始
め
た
と
み
な
せ
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、『
性
理
小
辨
』
に
対
す
る
『
明
辨
類
函
』
と
の
改
題
は
、
原
著
の
書
名
が
帯
び
る
『
性
理
大
全
書
』
の
克
服
と
い
う
意
図
を
隠
す
も
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の
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
撰
者
を
張
溥
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
書
物
は
、
国
家
教
学
に
異
を
唱
え
た
王
学
の
思
考
を
諸
処
に
載
せ
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
し
か
し
ま
た
そ
れ
故
に
、
多
数
の
応
挙
者
に
利
用
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
し
て
崇
禎
七
年
序
刊
の
『
性
理
会
通
』
七
十
巻

『
続
編
』
四
十
二
巻
は
、
大
全
の
権
威
を
そ
の
正
編
に
お
い
て
尊
重
す
る
か
た
わ
ら
、『
続
編
』
に
明
一
代
の
学
者
「
百
氏
を
旁
羅
」
し
た
（
鍾

人
傑
「
序
」）。
宋
儒
の
学
問
の
相
対
化
を
、
宋
明
両
学
の
網
羅
に
よ
っ
て
果
た
そ
う
と
す
る
心
算
で
あ
る
。
た
だ
し
鍾
人
傑
は
、『
続
編
』
所

収
の
論
著
の
半
数
以
上
を
、
万
暦
重
編
の
王
文
禄
撰
『
百
陵
学
山
』
か
ら
、
そ
の
典
拠
を
示
さ
ず
に
採
録
し
た
。『
百
陵
学
山
』
は
王
学
系
統

の
書
物
を
多
く
収
め
る
叢
書
で
あ
り
、
か
れ
が
意
図
的
に
同
書
を
選
択
し
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
た
し
か
に
、
か
れ
自
身
の
学
問

も
反
映
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
だ
が
事
情
の
解
明
は
そ
う
簡
単
で
は
な
い
。『
続
編
』
の
早
期
完
成
を
も
く
ろ
む
意
図
が
先
行
し
て
い
た
と
見

る
な
ら
ば
、
か
れ
に
は
、『
明
辨
類
函
』
の
登
場
に
便
乗
す
る
意
識
が
強
か
っ
た
と
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。『
性
理
大
全
書
』
の
改
訂
を
志

す
詹
景
鳳
の
個
人
的
認
識
は
、『
明
辨
類
函
』
を
介
し
て
世
間
に
拡
散
し
た
。
そ
し
て
そ
の
拡
が
り
が
、
崇
禎
期
に
お
け
る
三
大
全
改
訂
運
動

の
推
進
を
促
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
東
北
大
学
教
授
）

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
１
）
明
末
の
多
様
な
四
書
解
釈
お
よ
び
『
四
書
大
全
』
の
思
想
史
的
位
置
に
関
し
て
は
、
佐
野
公
治
『
四
書
学
史
の
研
究
』（
創
文
社
、
一
九
八
八
年
）
参
照
。

明
代
後
半
の
経
学
に
関
し
て
は
林
慶
彰
『
明
代
経
学
研
究
論
集
』（
文
史
哲
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
を
参
照
。
同
書
に
は
「《
五
経
大
全
》
之
修
纂
及
其

相
関
問
題
探
究
」（
初
出
一
九
九
一
年
）
と
題
す
る
論
考
も
載
る
。
三
浦
「
張
自
烈
撰
《
四
書
大
全
辯
》
与
明
末
清
初
的
士
風
」（
李
申
、
陳
衛
平
主

『
哲

学
与
宗
教
』
第
六
輯
、
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）
は
、『
四
書
大
全
』
改
訂
運
動
の
一
例
を
論
じ
る
。

（
２
）
三
浦
「
明
末
清
初
時
期
《
性
理
大
全
書
》
的
伝
播
与
接
受
」（『
貴
陽
学
院
学
報
（
社
会
科
学
版
）』
総
四
十
三
、
二
〇
一
五
ー
一
）
は
、
明
清
鼎
革
期
に
お
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け
る
『
性
理
大
全
書
』
改
定
の
趨
勢
を
通
覧
す
る
な
か
で
こ
の
二
書
に
も
言
及
す
る
が
、
個
別
的
な
分
析
は
為
さ
れ
て
い
な
い
。

（
３
）
そ
う
か
れ
が
明
言
し
た
わ
け
で
は
な
い
。「
詹
氏
」
と
記
し
た
理
由
に
関
し
て
、
か
れ
は
自
序
に
「
夫
名
系
之
氏
、
則
以
聊
備
一
家
致
。
乃
竊
取
不
賢
之
遺
、

日
加
克
抑
、
懼
以
終
始
、
則
下
走
翼
翼
小
心
之
微
志
也
」
と
述
べ
る
だ
け
で
あ
る
。

（
４
）『
四
庫
總
目
提
要
』（
巻
一
一
四
子
部
藝
術
類
存
目
）
は
「
八
種
」
と
記
す
。

（
５
）
活
動
の
繫
年
に
関
し
て
は
、
中
純
夫
「
王
畿
の
講
学
活
動
」（『
富
山
大
学
文
学
部
紀
要
』
二
十
六
、
一
九
九
七
年
）
参
照
。

（
６
）
中
純
夫
「
耿
定
向
と
張
居
正
」（『
東
洋
史
研
究
』
五
十
三
ー
一
、
一
九
九
四
年
）
参
照
。

（
７
）
吾
妻
重
二
「「
性
理
大
全
」
の
成
立
と
「
朱
子
成
書
」」（
初
出
二
〇
〇
六
年
、
の
ち
『
宋
代
思
想
の
研
究
』
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
九
年
、
第
三
章
）
は
、

「
収
載
書
の
選
択
と
い
い
、
そ
の
順
序
と
い
い
」、
元
朝
後
期
江
西
の
儒
者
で
あ
る
黄
瑞
節
が
編
纂
し
た
「
朱
子
成
書
を
底
本
に
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
」
と
述
べ
る
。

（
８
）
細
目
は
以
下
の
と
お
り
。「
総
論
為
治
・
君
体
・
慎
近
習
・
推
心
臣
下
・
儲
教
・
臣
共
・
相
体
・
忠
諫
・
用
人
・
理
財
・
法
制
・
礼
教
・
風
俗
・
刑
賞
・
厚
卒
・

重
将
・
戦
難
・
辺
議
・
漕
議
」。

（
９
）
本
論
所
掲
の
論
題
は
当
該
の
会
郷
試
録
や
一
部
の
挙
業
書
な
ど
か
ら
拾
い
上
げ
た
。
た
だ
し
そ
れ
ら
の
書
誌
情
報
は
割
愛
す
る
。
試
録
の
影
印
本
を
収
め

た
大
型
の
叢
書
と
し
て
、『
天
一
閣
蔵
明
代
科
挙
録
選
刊
』（
寧
波
出
版
社
）
シ
リ
ー
ズ
が
あ
る
。

（
10
）
薛
瑄
『
読
書
録
』
巻
九
：
識
量
大
則
毀
譽
欣
戚
不
足
以
動
其
中
、
必
能
忍
人
不
能
忍
之
觸
忤
、
能
為
人
不
能
為
之
事
功
。

（
11
）
こ
の
巻
で
詹
景
鳳
は
、
王
守
仁
の
良
知
説
が
「
体
仁
論
」
に
想
を
得
た
学
説
で
あ
る
こ
と
を
、「
実
に
此
の
篇
の
「
良
知
良
能
は
原
よ
り
喪
失
せ
ず
」
の
旨

よ
り
触
発
」
さ
れ
た
も
の
だ
と
述
べ
、
致
良
知
の
「
致
」
と
こ
の
篇
の
「
存
」
と
の
内
実
の
一
致
を
説
く
。

（
12
）『
性
理
小
辨
』
巻
五
十
四
：
今
諸
子
紛
紛
、
彼
誠
何
與
于
我
、
我
亦
何
與
諸
子
。
故
不
必
加
拒
、
惟
因
所
是
非
而
是
非
之
。

（
13
）
或
謂
舉
世
談
伯
安
良
知
、
子
獨
不
談
、
談
自
反
、
何
也
。
走
敬
對
自
反
即
良
知
也
。
不
自
之
反
而
他
之
馳
騖
、
則
内
暗
。
何
由
知
己
之
惡
。
不
知
己
之
惡
、

而
攻
人
之
惡
、
其
為
不
良
、
亦
已
甚
矣
。

（
14
）
小
路
口
聡
「
王
畿
の
「
一
念
」
の
思
想
」（『
東
洋
大
学
中
国
哲
学
文
学
科
紀
要
』
十
八
、
二
〇
一
〇
年
）、
同
「
王
畿
の
「
一
念
自
反
」
の
思
想
」（
同
十
九
、

二
〇
一
一
年
）。

（
15
）
三
浦
「
晩
明
思
潮
研
究
の
た
め
の
覚
書
―
荒
木
見
悟
先
生
『
陽
明
学
の
位
相
』
に
寄
せ
て
―
」（『
集
刊
東
洋
学
』
一
一
八
、
二
〇
一
八
年
）
参
照
。

（
16
）
か
れ
は
自
序
に
、「
學
無
二
議
、
言
之
必
可
行
焉
。
敢
曰
苟
為
務
博
而
已
」
と
記
す
。
自
己
韜
晦
の
言
葉
と
見
て
お
き
た
い
。

（
17
）
天
啓
六
年
冬
の
自
序
を
附
す
丁
進
（
浙
江
上
虞
人
）
撰
『
新
鐫
性
理
奥
』
十
巻
首
一
巻
も
、
そ
の
一
例
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。




